
1 世界の姿 
章 制限時間 日付 

1 20 分 / / / 

じっくり読んで理解しましょう。 

六大陸と三大洋 

地
ち

球
きゅう

は、陸
りく

地
ち

と海
かい

洋
よう

の割
わり

合
あい

がおよそ 3：7 で、「水
みず

の惑
わく

星
せい

」とよばれ、 

六
むっ

つの大
たい

陸
りく

と三
みっ

つの大
たい

洋
よう

がある。 

 

面
めん

積
せき

が大
おお

きい順
じゅん

に、ユーラシア大
たい

陸
りく

、アフリカ大
たい

陸
りく

、北
きた

アメリカ大
たい

陸
りく

、 

南
みなみ

アメリカ大
たい

陸
りく

、南
なん

極
きょく

大
たい

陸
りく

、オーストラリア大
たい

陸
りく

の六
むっ

つの大
たい

陸
りく

と、 

太
たい

平
へい

洋
よう

、大
たい

西
せい

洋
よう

、インド洋
よう

の三
みっ

つの大
たい

洋
よう

がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

世界の地域区分 

世
せ

界
かい

は、ヨーロッパ州
しゅう

、アジア州
しゅう

、アフリカ州
しゅう

、北
きた

アメリカ州
しゅう

、 

南
みなみ

アメリカ州
しゅう

、オセアニア州
しゅう

の六
むっ

つの州
しゅう

に区
く

分
ぶん

される。 

 

アジア州
しゅう

は、さらに、北
きた

アジア、南
みなみ

アジア、東
ひがし

アジア、西
にし

アジア、 

東
とう

南
なん

アジア、中
ちゅう

央
おう

アジアに区
く

分
ぶん

され、日
に

本
ほん

は東
ひがし

アジアに属
ぞく

する。 

 

ヨーロッパ州
しゅう

とアジア州
しゅう

の境
さかい

にはウラル山
さん

脈
みゃく

がある。 

北
きた

アメリカ州
しゅう

と南
みなみ

アメリカ州
しゅう

の境
さかい

にはパナマ運
うん

河
が

がある。 

アジア州
しゅう

とアフリカ州
しゅう

の境
さかい

にはスエズ運
うん

河
が

がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国境 

世
せ

界
かい

には 196 の国
くに

があり、日
に

本
ほん

のようにまわりを海
うみ

で囲
かこ

まれた島
しま

国
ぐに

や、 

モンゴルのように海
うみ

に面
めん

していない内
ない

陸
りく

国
こく

がある。 

 

国
こっ

境
きょう

は、山
さん

脈
みゃく

、川
かわ

、 湖
みずうみ

などの自
し

然
ぜん

の地
ち

形
けい

に沿
そ

っているものが多
おお

い。 

国
こっ

境
きょう

が緯
い

線
せん

や経
けい

線
せん

に沿
そ

っているものは、アフリカ大
たい

陸
りく

に多
おお

く見
み

られ、 

直
ちょく

線
せん

状
じょう

の国
こっ

境
きょう

は、ヨーロッパの植
しょく

民
みん

地
ち

だったときのなごりである。 

入
にゅう

国
こく

手
て

続
つづ

きが必
ひつ

要
よう

な国
こっ

境
きょう

や、自
じ

由
ゆう

に行
い

き来
き

できる国
こっ

境
きょう

がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国旗・国名・面積 

国
こっ

旗
き

や国
こく

名
めい

は、その国
くに

の自
し

然
ぜん

、歴
れき

史
し

、宗
しゅう

教
きょう

などと関
かん

係
けい

がある。 

エクアドルは「赤
せき

道
どう

」、アイスランドは「氷
こおり

の国
くに

」という意
い

味
み

を表
あらわ

す。 

コロンビアは、大
たい

西
せい

洋
よう

を横
おう

断
だん

した「コロンブス」の名
な

前
まえ

に由
ゆ

来
らい

している。 

 

世
せ

界
かい

一
いち

大
おお

きい国
くに

はロシアで、日
に

本
ほん

の 45倍
ばい

の大
おお

きさがある。 

カナダ、アメリカ合
がっ

衆
しゅう

国
こく

、中
ちゅう

国
ごく

、ブラジルも日
に

本
ほん

の 20倍
ばい

以
い

上
じょう

大
おお

きい。 

世
せ

界
かい

一
いち

小
ちい

さい国
くに

はバチカン市
し

国
こく

で、イタリアの首
しゅ

都
と

のローマの中
なか

にあり、 

ユネスコによって世
せ

界
かい

遺
い

産
さん

に登
とう

録
ろく

されている。 

オランダやシンガポールなども日
に

本
ほん

より小
ちい

さい国
くに

である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北アメリカ大陸 

アフリカ大陸 

ユーラシア大陸 

太平洋 

南アメリカ大陸 

オーストラリア大陸 

大西洋 

南極大陸 

インド洋 

北アメリカ州 

アフリカ州 

アジア州 パナマ運河 

南アメリカ州 

オセアニア州 

スエズ運河 

ヨーロッパ州 

ウラル山脈 

オーストラリア大陸の国はオーストラリ

アだけで、南極大陸には国がない。 

オセアニア州は、季節が日本と逆になる。

南アジアには、人口 2 位のインドがある。 

ロシアは、ウラル山脈より東側がアジア

州で、西側がヨーロッパ州になる。 

人口の多い国 

1 位 中国 14.3 億人 

2 位 インド 13.7 億人 

3 位 アメリカ 3.3 億人 

4 位 インドネシア 2.7 億人 

5 位 パキスタン 2.2 億人 

6 位 ブラジル 2.1 億人 

7 位 ナイジェリア 2.0 億人 

8 位 バングラデシュ 1.6 億人 

9 位 ロシア 1.5 億人 

10 位 メキシコ 1.3 億人 

11 位 日本 1.3 億人 

 人口の多い国の上位はアジア州が多い。 

フランス 

三つの色が、自由・

平等・博愛を表す。 

ネパール 

山の形を表す。 

かつてイギリスの自治領(植民地)だった

国は、イギリスの国旗がデザインされた。 

イギリス オーストラリア フィジー 



2 世界の姿 
章 制限時間 日付 

1 20 分 / / / 

じっくり読んで理解しましょう。 

緯度と経度 

赤
せき

道
どう

を 0度
ど

として南
なん

北
ぼく

を 90度
ど

に分
わ

けたものを緯
い

度
ど

といい、 

同
おな

じ緯
い

度
ど

を結
むす

んだ線
せん

を緯
い

線
せん

という。 

赤
せき

道
どう

より北
きた

側
がわ

(北
きた

半
はん

球
きゅう

)を北
ほく

緯
い

、南
みなみ

側
がわ

(南
みなみ

半
はん

球
きゅう

)を南
なん

緯
い

で表
あらわ

す。 

 

イギリスのロンドンを 0度
ど

として東
とう

西
ざい

を 180度
ど

に分
わ

けたものを経
けい

度
ど

といい、 

北
ほっ

極
きょく

点
てん

と南
なん

極
きょく

点
てん

を結
むす

ぶ同
おな

じ経
けい

度
ど

の線
せん

を経
けい

線
せん

という。 

経
けい

度
ど

0度
ど

の線
せん

を本
ほん

初
しょ

子
し

午
ご

線
せん

といい、 

本
ほん

初
しょ

子
し

午
ご

線
せん

より東
ひがし

側
がわ

(東
ひがし

半
はん

球
きゅう

)を東
とう

経
けい

、西
にし

側
がわ

(西
にし

半
はん

球
きゅう

)を西
せい

経
けい

で表
あらわ

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対せき点 

ある地
ち

点
てん

から地
ち

球
きゅう

の中
ちゅう

心
しん

を通
とお

った反
はん

対
たい

側
がわ

の地
ち

点
てん

を対
たい

せき点
てん

といい、 

北
ほっ

極
きょく

点
てん

の対
たい

せき点
てん

は南
なん

極
きょく

点
てん

になる。 

 

東
とう

京
きょう

の位
い

置
ち

を東
とう

経
けい

140度
ど

、北
ほく

緯
い

35度
ど

とした場
ば

合
あい

、 

東
とう

京
きょう

の対
たい

せき点
てん

は西
せい

経
けい

40度
ど

、南
なん

緯
い

35度
ど

の位
い

置
ち

で、 

アルゼンチンの東
ひがし

側
がわ

の大
たい

西
せい

洋
よう

上
じょう

にあたる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地球儀と世界地図 

地
ち

球
きゅう

儀
ぎ

は、距
きょ

離
り

、面
めん

積
せき

、形
かたち

、方
ほう

位
い

などが正
ただ

しく表
ひょう

示
じ

された模
も

型
けい

だが、 

世
せ

界
かい

全
ぜん

体
たい

を一
いち

度
ど

に見
み

ることができず、持
も

ち運
はこ

びが不
ふ

便
べん

である。 

 

世
せ

界
かい

地
ち

図
ず

は、球
きゅう

体
たい

の地
ち

球
きゅう

を平
へい

面
めん

にえがいたもので、 

距
きょ

離
り

、面
めん

積
せき

、形
かたち

、方
ほう

位
い

などを一
いち

度
ど

に正
ただ

しく表
ひょう

示
じ

することができない。 

モルワイデ図
ず

法
ほう

は、面
めん

積
せき

を正
せい

確
かく

に表
あらわ

した図
ず

法
ほう

で、分
ぶん

布
ぷ

図
ず

に使
つか

われる。 

メルカトル図
ず

法
ほう

は、角
かく

度
ど

を正
せい

確
かく

に表
あらわ

した図
ず

法
ほう

で、航
こう

海
かい

図
ず

に使
つか

われる。 

正
せい

距
きょ

方
ほう

位
い

図
ず

法
ほう

は、距
きょ

離
り

と方
ほう

位
い

を正
せい

確
かく

に表
あらわ

した図
ず

法
ほう

で、航
こう

空
くう

図
ず

に使
つか

われる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

季節や気温のちがい 

地
ち

球
きゅう

の地
ち

軸
じく

が傾
かたむ

いていることで、各
かく

地
ち

に季
き

節
せつ

のちがいが見
み

られる。 

北
きた

半
はん

球
きゅう

の日
に

本
ほん

が冬
ふゆ

のとき、南
みなみ

半
はん

球
きゅう

のオーストラリアは夏
なつ

である。 

地
ち

軸
じく

の傾
かたむ

きにより、緯
い

度
ど

が高
たか

いほど季
き

節
せつ

ごとの昼
ちゅう

夜
や

の長
なが

さに差
さ

が出
で

る。 

南
なん

極
きょく

や北
ほっ

極
きょく

付
ふ

近
きん

で、夏
なつ

に太
たい

陽
よう

が沈
しず

まず暗
くら

くならない現
げん

象
しょう

を白
びゃく

夜
や

という。 

 

緯
い

度
ど

によって太
たい

陽
よう

の光
ひかり

の当
あ

たり方
かた

が異
こと

なるので、気
き

候
こう

も異
こと

なる。 

赤
せき

道
どう

付
ふ

近
きん

の緯
い

度
ど

が低
ひく

い地
ち

域
いき

は、太
たい

陽
よう

の光
ひかり

が強
つよ

く当
あ

たり、 

北
ほっ

極
きょく

や南
なん

極
きょく

付
ふ

近
きん

の緯
い

度
ど

が高
たか

い地
ち

域
いき

は、太
たい

陽
よう

の光
ひかり

がよく当
あ

たらないため、 

緯
い

度
ど

が低
ひく

い地
ち

域
いき

は気
き

温
おん

が高
たか

く、緯
い

度
ど

が高
たか

い地
ち

域
いき

は気
き

温
おん

が低
ひく

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

赤道 

本初子午線 

北極点 

南極点 

↑ 

北緯 

南緯 

↓ 

←西経 東経→ 

北半球 

南半球 

西半球 東半球 

ロンドン 

北極点 

南極点 

中心 

東京 

東経 140 度 

北緯 35 度 

対せき点 

西経 40 度 

南緯 35 度 

モルワイデ図法 

メルカトル図法 正距方位図法 

北極 

地軸(23.4°) 

南極 

太陽の光 
白夜…地球が回転しても、 

太陽の光が当たり続ける。 



3 1 章の暗記表 
答えを隠して正解を思いうかべ、〇か×をかきます。 

数日ごとにチェックし、記憶を定着させましょう。 

    六
ろく

大
たい

陸
りく

は、(     )大
たい

陸
りく

、アフリカ大
たい

陸
りく

、北
きた

アメリカ大
たい

陸
りく

、 

南
みなみ

アメリカ大
たい

陸
りく

、南
なん

極
きょく

大
たい

陸
りく

、(     )大
たい

陸
りく

である。 

ユーラシア 

オーストラリア     

    地
ち

球
きゅう

の陸
りく

地
ち

と海
かい

洋
よう

の割
わり

合
あい

は 3：7 で(     )とよばれる。 

三
さん

大
たい

洋
よう

は、太
たい

平
へい

洋
よう

、大
たい

西
せい

洋
よう

、(     )洋
よう

である。 

水
みず

の惑
わく

星
せい

 

インド     

    (     )州
しゅう

、アジア州
しゅう

、アフリカ州
しゅう

、北
きた

アメリカ州
しゅう

、 

(     )州
しゅう

、オセアニア州
しゅう

の六
むっ

つの州
しゅう

に区
く

分
ぶん

される。 

ヨーロッパ 

南
みなみ

アメリカ     

    アジア州
しゅう

は、北
きた

アジア、(     )アジア、東
ひがし

アジア、 

西
にし

アジア、(     )アジア、中
ちゅう

央
おう

アジアに区
く

分
ぶん

される 

南
みなみ

 

東
とう

南
なん

     

    北
きた

アメリカ州
しゅう

と南
みなみ

アメリカ州
しゅう

の境
さかい

には(     )運
うん

河
が

、 

アジア州
しゅう

とアフリカ州
しゅう

の境
さかい

には(     )運
うん

河
が

がある。 

パナマ 

スエズ     

    世
せ

界
かい

には(     )の国
くに

があり、海
うみ

に囲
かこ

まれた島
しま

国
ぐに

や、 

モンゴルのように海
うみ

に面
めん

していない(     )がある。 

196 

内
ない

陸
りく

国
こく

     

    緯
い

線
せん

や経
けい

線
せん

に沿
そ

った直
ちょく

線
せん

の国
こっ

境
きょう

は(     )大
たい

陸
りく

に多
おお

く、 

ヨーロッパの(     )だったときのなごりである。 

アフリカ 

植
しょく

民
みん

地
ち

     

    オーストラリアの国
こっ

旗
き

に(     )の国
こっ

旗
き

があるのは、 

かつて、その国
くに

の(     )だったときのなごりである。 

イギリス 

自
じ

治
ち

領
りょう

(植
しょく

民
みん

地
ち

)     

    スペイン語
ご

で赤
せき

道
どう

という意
い

味
み

の国
くに

は(     )で、 

アイスランドは(     )という意
い

味
み

を表
あらわ

す。 

エクアドル 

氷
こおり

の国
くに

     

    世
せ

界
かい

一
いち

大
おお

きい国
くに

は(     )で、日
に

本
ほん

の 45倍
ばい

大
おお

きい。 

世
せ

界
かい

一
いち

小
ちい

さい国
くに

は(     )で、ローマの中
なか

にある。 

ロシア 

バチカン市
し

国
こく

     

    緯
い

度
ど

は、赤
せき

道
どう

の南
なん

北
ぼく

を(     )度
ど

に分
わ

けたもので、 

同
おな

じ緯
い

度
ど

を結
むす

んだ線
せん

を(     )という。 

90 

緯
い

線
せん

     

    経
けい

度
ど

は、ロンドンの東
とう

西
ざい

を(     )度
ど

に分
わ

けたもので、 

北
ほっ

極
きょく

点
てん

と南
なん

極
きょく

点
てん

を結
むす

ぶ同
おな

じ経
けい

度
ど

の線
せん

を(     )という。 

180 

経
けい

線
せん

     

    経
けい

度
ど

0度
ど

の線
せん

を(     )といい、 

その東
ひがし

側
がわ

を東
とう

経
けい

、西
にし

側
がわ

を(     )で表
あらわ

す。 

本
ほん

初
しょ

子
し

午
ご

線
せん

 

西
せい

経
けい

     

    地
ち

球
きゅう

の中
ちゅう

心
しん

を通
とお

った反
はん

対
たい

側
がわ

の地
ち

点
てん

を(     )といい、 

北
ほっ

極
きょく

点
てん

の反
はん

対
たい

側
がわ

は(     )になる。 

対
たい

せき点
てん

 

南
なん

極
きょく

点
てん

     

    東
とう

京
きょう

は、東
とう

経
けい

140度
ど

、北
ほく

緯
い

(     )度
ど

の地
ち

点
てん

にあり、 

対
たい

せき点
てん

はアルゼンチンの東
ひがし

側
がわ

の(     )上
じょう

にあたる。 

35 

大
たい

西
せい

洋
よう

     

    (     )は、距
きょ

離
り

、面
めん

積
せき

、形
かたち

、方
ほう

位
い

などが正
ただ

しい模
も

型
けい

で、 

(     )は、球
きゅう

体
たい

の地
ち

球
きゅう

を平
へい

面
めん

にえがいたものである。 

地
ち

球
きゅう

儀
ぎ

 

世
せ

界
かい

地
ち

図
ず

     

    面
めん

積
せき

を正
せい

確
かく

に表
あらわ

した図
ず

法
ほう

を(     )といい、 

角
かく

度
ど

を正
せい

確
かく

に表
あらわ

した図
ず

法
ほう

を(     )という。 

モルワイデ図
ず

法
ほう

 

メルカトル図
ず

法
ほう

     

    地
ち

球
きゅう

の(     )が傾
かたむ

いていることで、季
き

節
せつ

が生
しょう

じる。 

北
きた

半
はん

球
きゅう

の日
に

本
ほん

が冬
ふゆ

のとき、南
みなみ

半
はん

球
きゅう

は(     )である。 

地
ち

軸
じく

 

夏
なつ

     

    緯
い

度
ど

が(     )いほど季
き

節
せつ

の昼
ちゅう

夜
や

の長
なが

さに差
さ

が出
で

る。 

夏
なつ

に太
たい

陽
よう

が沈
しず

まず暗
くら

くならない現
げん

象
しょう

を(     )という。 

高
たか

 

白
びゃく

夜
や

     

    緯
い

度
ど

が低
ひく

い地
ち

域
いき

は気
き

温
おん

が(     )く、 

緯
い

度
ど

が高
たか

い地
ち

域
いき

は気
き

温
おん

が(     )い。 

高
たか

 

低
ひく

     



4 1 章のテスト 
章 制限時間 合格点 

点 1 20 分 80 点 

正しい答えに〇をしましょう。(4 点×5 問＝20 点) 

① 

 

アジア州
しゅう

のうち、日
に

本
ほん

はどこに位
い

置
ち

するか。 

ア 東
ひがし

アジア イ 中
ちゅう

央
おう

アジア ウ 東
とう

南
なん

アジア 

② 

 

世
せ

界
かい

には、いくつ国
くに

があるか。 

ア 96 イ 196 ウ 296 

③ 

 

面
めん

積
せき

が世
せ

界
かい

一
いち

大
おお

きい国
くに

はどこか。 

ア アメリカ合
がっ

衆
しゅう

国
こく

 イ 中
ちゅう

国
ごく

 ウ ロシア 

④ 

 

経
けい

度
ど

は、イギリスのロンドンを 0度
ど

として東
とう

西
ざい

を何
なん

度
ど

に分
わ

けたものか。 

ア 90度
ど

 イ 180度
ど

 ウ 360度
ど

 

⑤ 

 

北
きた

半
はん

球
きゅう

の日
に

本
ほん

が冬
ふゆ

のとき、南
みなみ

半
はん

球
きゅう

のオーストラリアはどんな季
き

節
せつ

になるか。 

ア 夏
なつ

 イ 秋
あき

 ウ 冬
ふゆ

 

問題に答えましょう。(4 点×10 問＝40 点) 

① 北
きた

アメリカ州
しゅう

と南
みなみ

アメリカ州
しゅう

の境
さかい

にあるのは、何
なん

という運
うん

河
が

か。  

② アフリカ州
しゅう

に多
おお

い、緯
い

線
せん

や経
けい

線
せん

に沿
そ

った直
ちょく

線
せん

の国
こっ

境
きょう

は何
なん

のなごりか。  

③ オーストラリアの国
こっ

旗
き

には、どこの国
くに

の国
こっ

旗
き

がデザインされているか。  

④ スペイン語
ご

で赤
せき

道
どう

という意
い

味
み

の国
くに

はどこか。  

⑤ 面
めん

積
せき

が世
せ

界
かい

一
いち

小
ちい

さく、世
せ

界
かい

遺
い

産
さん

に登
とう

録
ろく

されている国
くに

はどこか。  

⑥ 赤
せき

道
どう

を 0度
ど

として南
なん

北
ぼく

を 90度
ど

に分
わ

けたものを何
なん

というか。  

⑦ ある地
ち

点
てん

から地
ち

球
きゅう

の中
ちゅう

心
しん

を通
とお

った反
はん

対
たい

側
がわ

の地
ち

点
てん

を何
なん

というか。  

⑧ 経
けい

度
ど

0度
ど

の線
せん

を何
なん

というか。  

⑨ 季
き

節
せつ

が生
しょう

じるのは、地
ち

球
きゅう

の何
なに

が傾
かたむ

いているからか。  

⑩ 北
ほっ

極
きょく

や南
なん

極
きょく

で、夏
なつ

に太
たい

陽
よう

が沈
しず

まず暗
くら

くならない現
げん

象
しょう

を何
なん

というか。  

(   )に適切な語を書きましょう。(4 点×10 問＝40 点) 

六
むっ

つの大
たい

陸
りく

のうち、最
もっと

も面
めん

積
せき

が大
おお

きいのは A の(      )大
たい

陸
りく

で、 

2番
ばん

目
め

に面
めん

積
せき

が大
おお

きいのが B の(      )大
たい

陸
りく

である。 

次
つぎ

に、北
きた

アメリカ大
たい

陸
りく

、南
みなみ

アメリカ大
たい

陸
りく

、南
なん

極
きょく

大
たい

陸
りく

と続
つづ

き、 

最
もっと

も面
めん

積
せき

が小
ちい

さいのは C の(      )大
たい

陸
りく

である。 

 

三
みっ

つの大
たい

洋
よう

は、面
めん

積
せき

が大
おお

きい順
じゅん

に、 

D の(      )洋
よう

、大
たい

西
せい

洋
よう

、E の(      )洋
よう

がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(      )は、距
きょ

離
り

、面
めん

積
せき

、形
かたち

、方
ほう

位
い

などが正
ただ

しい模
も

型
けい

だが、 

世
せ

界
かい

全
ぜん

体
たい

を一
いち

度
ど

に見
み

ることができず、持
も

ち運
はこ

びが不
ふ

便
べん

である。 

 

(      )は、球
きゅう

体
たい

の地
ち

球
きゅう

を平
へい

面
めん

にえがいたもので、 

距
きょ

離
り

、面
めん

積
せき

、形
かたち

、方
ほう

位
い

などを一
いち

度
ど

に正
ただ

しく表
ひょう

示
じ

することができない。 

アは(      )図
ず

法
ほう

で、面
めん

積
せき

を正
せい

確
かく

に表
あらわ

し、分
ぶん

布
ぷ

図
ず

に使
つか

われる。 

イは(      )図
ず

法
ほう

で、角
かく

度
ど

を正
せい

確
かく

に表
あらわ

し、航
こう

海
かい

図
ず

に使
つか

われる。 

ウは(      )図
ず

法
ほう

で、距
きょ

離
り

と方
ほう

位
い

を正
せい

確
かく

に表
あらわ

し、航
こう

空
くう

図
ず

に使
つか

われる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

D 

南アメリカ大陸 

C 

南極大陸 

A 

B 

北アメリカ大陸 

E 

大西洋 

ア 

イ ウ 



9 アジア州 
章 制限時間 日付 

3 20 分 / / / 

じっくり読んで理解しましょう。 

アジア州の気候と農業 

東
ひがし

アジアや東
とう

南
なん

アジアは降
こう

水
すい

量
りょう

が多
おお

く稲
いな

作
さく

がさかんである。 

 

中
ちゅう

国
ごく

北
ほく

部
ぶ

やインド西
せい

部
ぶ

は降
こう

水
すい

量
りょう

が少
すく

ないため、 

小
こ

麦
むぎ

やとうもろこしをつくる畑
はた

作
さく

が行
おこな

われている。 

 

西
にし

アジアや中
ちゅう

国
ごく

内
ない

陸
りく

部
ぶ

は一
いち

年
ねん

中
じゅう

あまり雨
あめ

が降
ふ

らない乾
かん

燥
そう

帯
たい

なので、 

遊
ゆう

牧
ぼく

で羊
ひつじ

やらくだを飼
し

育
いく

する牧
ぼく

畜
ちく

が行
おこな

われている。 

河
か

川
せん

から水
みず

を引
ひ

き、農
のう

地
ち

をうるおすことをかんがいといい、 

オアシスなどでは、乾
かん

燥
そう

に強
つよ

い作
さく

物
もつ

をかんがいで栽
さい

培
ばい

している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アジア州の地形と宗教 

アジアは、ユーラシア大
たい

陸
りく

の広
ひろ

い部
ぶ

分
ぶん

をしめていて、 

東
ひがし

側
がわ

には太
たい

平
へい

洋
よう

、南
みなみ

側
がわ

にはインド洋
よう

がある。 

ユーラシア大
たい

陸
りく

の中
ちゅう

央
おう

部
ぶ

には、世
せ

界
かい

最
さい

大
だい

級
きゅう

のチベット高
こう

原
げん

が広
ひろ

がる。 

チベット高
こう

原
げん

の南
みなみ

側
がわ

には、高
たか

くてけわしいヒマラヤ山
さん

脈
みゃく

があり、 

ヒマラヤ山
さん

脈
みゃく

には、世
せ

界
かい

一
いち

高
たか

いエベレスト山
さん

がある。 

 

仏
ぶっ

教
きょう

はインドで生
う

まれ、東
とう

南
なん

アジアや東
ひがし

アジアに広
ひろ

まった。 

イスラム教
きょう

は西
にし

アジアと中
ちゅう

央
おう

アジアで信
しん

仰
こう

がさかんである。 

キリスト教
きょう

はヨーロッパから伝
つた

わり、フィリピンで信
しん

仰
こう

がさかんである。 

 

中国 

中
ちゅう

国
ごく

の人
じん

口
こう

は世
せ

界
かい

最
さい

大
だい

の約
やく

14億
おく

人
にん

で、世
せ

界
かい

の人
じん

口
こう

の約
やく

2割
わり

をしめる。 

人
じん

口
こう

のうちの約
やく

9割
わり

を漢
かん

民
みん

族
ぞく

がしめ、残
のこ

りの 1割
わり

は 55 の小
しょう

数
すう

民
みん

族
ぞく

である。 

子
こ

どもの数
かず

を一
ひと

人
り

に限
げん

定
てい

する一
ひと

人
り

っ子
こ

政
せい

策
さく

が行
おこな

われてきた。 

 

税
ぜい

金
きん

を優
ゆう

遇
ぐう

した経
けい

済
ざい

特
とっ

区
く

をつくり、外
がい

国
こく

の企
き

業
ぎょう

を誘
ゆう

致
ち

し工
こう

業
ぎょう

化
か

を進
すす

めた。 

工
こう

場
じょう

を原
げん

因
いん

とする大
たい

気
き

汚
お

染
せん

や水
すい

質
しつ

汚
お

濁
だく

などの環
かん

境
きょう

問
もん

題
だい

が起
お

こった。 

中
ちゅう

国
ごく

の工
こう

業
ぎょう

製
せい

品
ひん

は世
せ

界
かい

中
じゅう

に輸
ゆ

出
しゅつ

されるため「世
せ

界
かい

の工
こう

場
じょう

」とよばれる。 

製
せい

品
ひん

や農
のう

産
さん

物
ぶつ

の輸
ゆ

入
にゅう

や消
しょう

費
ひ

が多
おお

いことから「世
せ

界
かい

の市
し

場
じょう

」とよばれる。 

都
と

市
し

部
ぶ

と農
のう

村
そん

部
ぶ

の経
けい

済
ざい

格
かく

差
さ

が広
ひろ

がり、都
と

市
し

部
ぶ

に出
で

かせぎに行
い

く人
ひと

が多
おお

い。 

 

東アジア 

漢
かん

字
じ

は古
こ

代
だい

の中
ちゅう

国
ごく

で発
はっ

達
たつ

し、朝
ちょう

鮮
せん

半
はん

島
とう

や日
に

本
ほん

に伝
つた

わった。 

中
ちゅう

国
ごく

以
い

外
がい

の国
くに

に移
うつ

り住
す

んだ中
ちゅう

国
ごく

系
けい

の人
ひと

々
びと

を華
か

人
じん

といい、 

東
ひがし

アジアや東
とう

南
なん

アジアなどの国
くに

々
ぐに

で活
かつ

躍
やく

している。 

 

東
ひがし

アジアから南
みなみ

アジアにかけての沿
えん

岸
がん

部
ぶ

では、 

夏
なつ

は海
うみ

からの湿
しめ

った風
かぜ

で雨
う

季
き

に、冬
ふゆ

は大
たい

陸
りく

からの乾
かわ

いた風
かぜ

で乾
かん

季
き

になる。 

このように、季
き

節
せつ

によって向
む

きが変
か

わる風
かぜ

を季
き

節
せつ

風
ふう

(モンスーン)という。 

 

 

 

 

ヒマラヤ山脈 

ユーラシア大陸 

チベット高原 

フィリピン 

インド洋 

太平洋 

アジア州の面積は世界全体の約4分の1、 

人口は世界全体の約 6 分の 1 をしめる。 

長江は、中国で一番長い川で、 

中国南部を横切り、東シナ海につながる。 

黄河は、中国で二番目に長い川で、 

中国北部を横切っている。 

長江 

黄河 

東シナ海 

東アジアは、日本、中国、モンゴル、 

朝鮮半島(韓国・北朝鮮)などが含まれる。 

朝鮮半島 

日本 
モンゴル 

中国 

中国 

東南アジア 

東アジア 

北アジア 

南アジア 

中央アジア 

西アジア 

アジア州は、北アジア、南アジア、東ア

ジア、西アジア、中央アジア、東南アジ

アに区分される。 



10 アジア州 
章 制限時間 日付 

3 20 分 / / / 

じっくり読んで理解しましょう。 

東南アジア 

東
とう

南
なん

アジア諸
しょ

国
こく

連
れん

合
ごう

(ASEAN
ア セ ア ン

)は、10 の加
か

盟
めい

国
こく

が結
むす

びつきを強
きょう

化
か

している。 

インドシナ半
はん

島
とう

では、国
こっ

境
きょう

を越
こ

えて道
どう

路
ろ

や通
つう

信
しん

の整
せい

備
び

が進
すす

められている。 

タイは東
とう

南
なん

アジアの自
じ

動
どう

車
しゃ

生
せい

産
さん

の拠
きょ

点
てん

で、 

外
がい

国
こく

企
き

業
ぎょう

を受
う

け入
い

れるために工
こう

業
ぎょう

団
だん

地
ち

を整
せい

備
び

し、工
こう

業
ぎょう

化
か

を進
すす

めている。 

 

年
ねん

に 2回
かい

同
おな

じ作
さく

物
もつ

を栽
さい

培
ばい

する二
に

期
き

作
さく

で、稲
いね

を栽
さい

培
ばい

する地
ち

域
いき

もある。 

タイやベトナムは、世
せ

界
かい

有
ゆう

数
すう

の米
こめ

の輸
ゆ

出
しゅつ

国
こく

となっている。 

赤
せき

道
どう

付
ふ

近
きん

に広
ひろ

がる、一
いち

年
ねん

中
じゅう

暑
あつ

くて雨
あめ

の多
おお

い気
き

候
こう

帯
たい

を熱
ねっ

帯
たい

という。 

輸
ゆ

出
しゅつ

を目
もく

的
てき

とした熱
ねっ

帯
たい

地
ち

域
いき

の大
だい

規
き

模
ぼ

な農
のう

園
えん

をプランテーションという。 

 

南アジア 

聖
せい

なる川
かわ

とよばれるインドのガンジス川
がわ

流
りゅう

域
いき

では、稲
いな

作
さく

がさかんである。 

インダス川
がわ

流
りゅう

域
いき

は、小
こ

麦
むぎ

や米
こめ

が栽
さい

培
ばい

される穀
こく

倉
そう

地
ち

帯
たい

となっている。 

アッサム地
ち

方
ほう

やスリランカでは、茶
ちゃ

の生
せい

産
さん

がさかんである。 

南
みなみ

アジアの北
ほく

西
せい

部
ぶ

やデカン高
こう

原
げん

で生
せい

産
さん

され綿
めん

花
か

は世
せ

界
かい

中
じゅう

に輸
ゆ

出
しゅつ

される。 

 

ヒンドゥー教
きょう

は、南
みなみ

アジアで最
もっと

も信
しん

者
じゃ

が多
おお

く、インドの約
やく

7割
わり

が信
しん

者
じゃ

。 

インドには、カースト制
せい

度
ど

という身
み

分
ぶん

制
せい

度
ど

の影
えい

響
きょう

が今
いま

でも残
のこ

っており、 

その影
えい

響
きょう

の少
すく

ない情
じょう

報
ほう

通
つう

信
しん

技
ぎ

術
じゅつ

(ICT)関
かん

連
れん

産
さん

業
ぎょう

などが成
せい

長
ちょう

している。 

パキスタンやバングラデシュではイスラム教
きょう

がさかんである。 

 

西アジア 

西
にし

アジアの大
だい

部
ぶ

分
ぶん

をしめる大
おお

きな半
はん

島
とう

をアラビア半
はん

島
とう

という。 

西
にし

アジアは砂
さ

漠
ばく

が多
おお

く人
じん

口
こう

が少
すく

ないため、産
さん

業
ぎょう

は発
はっ

達
たつ

していなかったが、 

ペルシア湾
わん

に面
めん

する国
くに

々
ぐに

は、原
げん

油
ゆ

などを輸
ゆ

出
しゅつ

して産
さん

業
ぎょう

を発
はっ

展
てん

させた。 

原
げん

油
ゆ

はタンカーという大
おお

型
がた

船
せん

やパイプラインで海
かい

外
がい

に運
はこ

ばれる。 

産
さん

油
ゆ

国
こく

は石
せき

油
ゆ

輸
ゆ

出
しゅつ

国
こく

機
き

構
こう

(OPEC
オペック

)に加
か

盟
めい

し、価
か

格
かく

や生
せい

産
さん

量
りょう

を決
き

めている。 

原
げん

油
ゆ

の輸
ゆ

出
しゅつ

がさかんな国
くに

は、利
り

益
えき

を交
こう

通
つう

網
もう

の整
せい

理
り

や教
きょう

育
いく

に使
つか

っている。 

アラブ首
しゅ

長
ちょう

国
こく

連
れん

邦
ぽう

のように観
かん

光
こう

業
ぎょう

に進
しん

出
しゅつ

する国
くに

も増
ふ

えている。 

一
いっ

方
ぽう

で、原
げん

油
ゆ

を産
さん

出
しゅつ

しない国
くに

は経
けい

済
ざい

発
はっ

展
てん

が遅
おく

れている。 

 

 

中央アジア 

中
ちゅう

央
おう

アジアは、1991年
ねん

にソビエト連
れん

邦
ぽう

(現
げん

在
ざい

のロシア)から分
ぶん

離
り

して独
どく

立
りつ

国
こく

となった国
くに

が多
おお

く、国
くに

のしくみの整
せい

備
び

を優
ゆう

先
せん

したため開
かい

発
はつ

が遅
おく

れてきた。 

現
げん

在
ざい

は資
し

源
げん

の輸
ゆ

出
しゅつ

による経
けい

済
ざい

発
はっ

展
てん

をめざしている。 

 

埋
まい

蔵
ぞう

量
りょう

が少
すく

なく採
さい

掘
くつ

が難
むずか

しい金
きん

属
ぞく

をレアメタルという。 

原
げん

油
ゆ

、石
せき

炭
たん

、天
てん

然
ねん

ガス、レアメタルなどの資
し

源
げん

を鉱
こう

産
さん

資
し

源
げん

という。 

近
きん

隣
りん

の中
ちゅう

国
ごく

やインドの発
はっ

展
てん

により、西
にし

アジアの資
し

源
げん

の需
じゅ

要
よう

が高
たか

まった。 

 

 

 

インドシナ半島 

タイ 

ベトナム 
フィリピン 

マレーシア 

インドネシア 

赤道 

東南アジアは、タイ、ベトナム、フィリ

ピン、マレーシア、インドネシアなどが

含まれる。 

パキスタン 

デカン高原 

インド 

スリランカ 

バングラデシュ 

インダス川 

ガンジス川 

ヒマラヤ山脈 

アッサム地方 

南アジアは、インド、スリランカ、パキ

スタン、バングラデシュなどが含まれる。 

 

サウジアラビア 

アラブ首長国連邦 

アラビア半島 

ペルシア湾 

西アジアは、アラブ首長国連邦、サウジ

アラビア、イラクなどが含まれる。 

イラク 

ロシア 

カザフスタン 

ウズベキスタン 

中央アジアは、カザフスタンやウズベキ

スタンなどが含まれる。 

中国 

インド 



11 3 章の暗記表 
答えを隠して正解を思いうかべ、〇か×をかきます。 

数日ごとにチェックし、記憶を定着させましょう。 

    北
きた

アジア、東
ひがし

アジア、(     )アジア、南
みなみ

アジア、西
にし

ア

ジア、中
ちゅう

央
おう

アジアのうち、日
に

本
ほん

は(     )アジアにある。 

東
とう

南
なん

 

東
ひがし

     

    一
いち

年
ねん

中
じゅう

あまり雨
あめ

が降
ふ

らない(     )帯
たい

の地
ち

域
いき

では、 

(     )で羊
ひつじ

やらくだを飼
し

育
いく

している。 

乾
かん

燥
そう

 

遊
ゆう

牧
ぼく

     

    アジアは、(     )大
たい

陸
りく

の広
ひろ

い部
ぶ

分
ぶん

をしめていて、 

大
たい

陸
りく

の東
ひがし

側
がわ

には太
たい

平
へい

洋
よう

、南
みなみ

側
がわ

には(     )洋
よう

がある。 

ユーラシア 

インド     

    (     )高
こう

原
げん

の南
みなみ

側
がわ

には、ヒマラヤ山
さん

脈
みゃく

があり、 

ヒマラヤ山
さん

脈
みゃく

には、世
せ

界
かい

一
いち

高
たか

い(     )山
さん

がある。 

チベット 

エベレスト     

    東
ひがし

アジアや東
とう

南
なん

アジアではインドで生
う

まれた(     )、 

フィリピンなどでは(     )教
きょう

の信
しん

仰
こう

がさかんである。 

仏
ぶっ

教
きょう

 

キリスト     

    中
ちゅう

国
ごく

の人
じん

口
こう

は世
せ

界
かい

最
さい

大
だい

の約
やく

(     )人
にん

で、 

その人
じん

口
こう

のうちの約
やく

9割
わり

を(     )民
みん

族
ぞく

がしめる。 

14億
おく

 

漢
かん

     

    中
ちゅう

国
ごく

で一
いち

番
ばん

長
なが

い川
かわ

は(     )で中
ちゅう

国
ごく

南
なん

部
ぶ

を横
よこ

切
ぎ

る。 

中
ちゅう

国
ごく

で二
に

番
ばん

目
め

に長
なが

い川
かわ

は(     )で中
ちゅう

国
ごく

北
ほく

部
ぶ

を横
よこ

切
ぎ

る。 

長
ちょう

江
こう

 

黄
こう

河
が

     

    中
ちゅう

国
ごく

は、税
ぜい

金
きん

などを優
ゆう

遇
ぐう

した(     )をつくり、 

そこに外
がい

国
こく

の企
き

業
ぎょう

を誘
ゆう

致
ち

し(     )化
か

を進
すす

めた。 

経
けい

済
ざい

特
とっ

区
く

 

工
こう

業
ぎょう

     

    中
ちゅう

国
ごく

では、都
と

市
し

部
ぶ

と農
のう

村
そん

部
ぶ

の(     )格
かく

差
さ

が広
ひろ

がり、 

(     )部
ぶ

に出
で

かせぎに行
い

く人
ひと

が多
おお

い。 

経
けい

済
ざい

 

都
と

市
し

     

    季
き

節
せつ

によって向
む

きが変
か

わる風
かぜ

を(     )といい、 

東
ひがし

アジアの冬
ふゆ

は(     )からの乾
かわ

いた風
かぜ

で乾
かん

季
き

になる。 

季
き

節
せつ

風
ふう

(モンスーン) 

大
たい

陸
りく

     

    東
とう

南
なん

アジアの 10 の国
くに

が(     )に加
か

盟
めい

し、 

(     )半
はん

島
とう

では、道
どう

路
ろ

や通
つう

信
しん

の整
せい

備
び

が進
すす

められている。 

東
とう

南
なん

アジア諸
しょ

国
こく

連
れん

合
ごう

(ASEAN
ア セ ア ン

) 

インドシナ     

    年
ねん

に 2回
かい

同
おな

じ作
さく

物
もつ

を栽
さい

培
ばい

することを(     )といい、 

タイやベトナムは世
せ

界
かい

有
ゆう

数
すう

の(     )の輸
ゆ

出
しゅつ

国
こく

である。 

二
に

期
き

作
さく

 

米
こめ

     

    一
いち

年
ねん

中
じゅう

暑
あつ

くて雨
あめ

の多
おお

い気
き

候
こう

帯
たい

を(     )といい、 

この地
ち

域
いき

の大
だい

規
き

模
ぼ

な農
のう

園
えん

を(     )という。 

熱
ねっ

帯
たい

 

プランテーション     

    インドの(     )川
がわ

は聖
せい

なる川
かわ

とよばれていて、 

流
りゅう

域
いき

では(     )がさかんである。 

ガンジス 

稲
いな

作
さく

     

    インドの約
やく

7割
わり

が(     )教
きょう

の信
しん

者
じゃ

で、 

(     )という身
み

分
ぶん

制
せい

度
ど

の影
えい

響
きょう

が今
いま

でも残
のこ

っている。 

ヒンドゥー 

カースト制
せい

度
ど

     

    西
にし

アジアの大
だい

部
ぶ

分
ぶん

をしめる半
はん

島
とう

を(     )という。 

西
にし

アジアは降
こう

水
すい

量
りょう

が少
すく

なく、広
こう

大
だい

な(     )が広
ひろ

がる。 

アラビア半
はん

島
とう

 

砂
さ

漠
ばく

     

    西
にし

アジアの(     )湾
わん

に面
めん

する国
くに

々
ぐに

は、 

(     )などを輸
ゆ

出
しゅつ

して産
さん

業
ぎょう

を発
はっ

展
てん

させた。 

ペルシア 

原
げん

油
ゆ

     

    西
にし

アジアの産
さん

油
ゆ

国
こく

は(     )に加
か

盟
めい

している。 

原
げん

油
ゆ

は(     )という大
おお

型
がた

船
せん

などで海
かい

外
がい

に運
はこ

ばれる。 

石
せき

油
ゆ

輸
ゆ

出
しゅつ

国
こく

機
き

構
こう

(OPEC
オペック

) 

タンカー     

    中
ちゅう

央
おう

アジアは(     )から分
ぶん

離
り

して独
どく

立
りつ

した国
くに

が多
おお

く、 

(     )の輸
ゆ

出
しゅつ

による経
けい

済
ざい

発
はっ

展
てん

をめざしている。 

ソビエト連
れん

邦
ぽう

(現
げん

在
ざい

のロシア) 

資
し

源
げん

     

    埋
まい

蔵
ぞう

量
りょう

が少
すく

なく採
さい

掘
くつ

が難
むずか

しい金
きん

属
ぞく

を(     )といい、 

原
げん

油
ゆ

などの資
し

源
げん

とまとめて(     )資
し

源
げん

とよばれる。 

レアメタル 

鉱
こう

産
さん

     

バングラデシュ 

アッサム地方 



12 3 章のテスト 
章 制限時間 合格点 

点 3 20 分 80 点 

正しい答えに〇をしましょう。(4 点×5 問＝20 点) 

① 

 

アジア州
しゅう

を区
く

分
ぶん

すると、日
に

本
ほん

はどこに位
い

置
ち

するか。 

ア 東
ひがし

アジア イ 南
みなみ

アジア ウ 東
とう

南
なん

アジア 

② 

 

インドで生
う

まれ、東
ひがし

アジアや東
とう

南
なん

アジアで広
ひろ

まったのは、何
なん

という宗
しゅう

教
きょう

か。 

ア キリスト教
きょう

 イ イスラム教
きょう

 ウ 仏
ぶっ

教
きょう

 

③ 

 

東
とう

南
なん

アジアの 10 の国
くに

が、結
むす

びつきを強
きょう

化
か

するために加
か

盟
めい

しているのは、何
なん

という組
そ

織
しき

か。 

ア OPEC
オペック

 イ ASEAN
ア セ ア ン

 ウ I
アイ

C
シー

T
ティー

 

④ 

 

年
ねん

に 2回
かい

同
おな

じ作
さく

物
もつ

を栽
さい

培
ばい

することを何
なん

というか。 

ア 二
に

期
き

作
さく

 イ 二
に

毛
もう

作
さく

 ウ 単
たん

作
さく

 

⑤ 

 

西
にし

アジアの大
だい

部
ぶ

分
ぶん

をしめるのは、何
なん

という半
はん

島
とう

か。 

ア インドシナ半
はん

島
とう

 イ アラビア半
はん

島
とう

 ウ 朝
ちょう

鮮
せん

半
はん

島
とう

 

問題に答えましょう。(4 点×10 問＝40 点) 

① 草
くさ

を求
もと

めて移
い

動
どう

しながら羊
ひつじ

やらくだを飼
か

う牧
ぼく

畜
ちく

を何
なん

というか。  

② 世
せ

界
かい

最
さい

大
だい

の中
ちゅう

国
ごく

の人
じん

口
こう

は約
やく

何
なん

人
にん

か。  

③ 中
ちゅう

国
ごく

の人
じん

口
こう

のうちの約
やく

9割
わり

をしめるのは、何
なん

という民
みん

族
ぞく

か。  

④ 中
ちゅう

国
ごく

南
なん

部
ぶ

を横
よこ

切
ぎ

って東
ひがし

シナ海
かい

に注
そそ

ぐ、中
ちゅう

国
ごく

で一
いち

番
ばん

長
なが

い川
かわ

は何
なに

か。  

⑤ 季
き

節
せつ

によって向
む

きが変
か

わる風
かぜ

を何
なん

というか。  

⑥ 輸
ゆ

出
しゅつ

を目
もく

的
てき

とした、熱
ねっ

帯
たい

地
ち

域
いき

の大
だい

規
き

模
ぼ

な農
のう

園
えん

を何
なん

というか。  

⑦ インドの人
じん

口
こう

の約
やく

7割
わり

が信
しん

仰
こう

しているのは、何
なん

という宗
しゅう

教
きょう

か。  

⑧ 職
しょく

業
ぎょう

や結
けっ

婚
こん

の範
はん

囲
い

を限
げん

定
てい

するようなインドの身
み

分
ぶん

制
せい

度
ど

を何
なん

というか。  

⑨ 中
ちゅう

央
おう

アジアの国
くに

々
ぐに

は、1991年
ねん

にどこから分
ぶん

離
り

して独
どく

立
りつ

したか。  

⑩ 埋
まい

蔵
ぞう

量
りょう

が少
すく

なく、採
さい

掘
くつ

が難
むずか

しい金
きん

属
ぞく

を何
なん

というか。  

(   )に適切な語を書きましょう。(4 点×10 問＝40 点) 

アジアは、(      )大
たい

陸
りく

の広
ひろ

い部
ぶ

分
ぶん

をしめていて、 

大
たい

陸
りく

の東
ひがし

側
がわ

には太
たい

平
へい

洋
よう

、南
みなみ

側
がわ

には(      )洋
よう

がある。 

 

大
たい

陸
りく

の中
ちゅう

央
おう

部
ぶ

には、世
せ

界
かい

最
さい

大
だい

級
きゅう

の(      )高
こう

原
げん

が広
ひろ

がり、 

高
こう

原
げん

の南
みなみ

側
がわ

には、高
たか

くてけわしい(      )山
さん

脈
みゃく

がある。 

この山
さん

脈
みゃく

には、世
せ

界
かい

一
いち

高
たか

い(      )山
さん

がある。 

 

聖
せい

なる川
かわ

とよばれるインドの(      )川
がわ

流
りゅう

域
いき

は稲
いな

作
さく

がさかんである。 

インダス川
がわ

流
りゅう

域
いき

は、小
こ

麦
むぎ

や米
こめ

が栽
さい

培
ばい

される(      )地
ち

帯
たい

となっている。 

 

アッサム地
ち

方
ほう

やスリランカでは、(      )の生
せい

産
さん

がさかんである。 

 

南
みなみ

アジアの北
ほく

西
せい

部
ぶ

やインド中
ちゅう

央
おう

部
ぶ

の(      )高
こう

原
げん

では、 

(      )が生
せい

産
さん

され、世
せ

界
かい

中
じゅう

に輸
ゆ

出
しゅつ

されている。 

 

(     )山脈 

(     )大陸 

(     )高原 

(     )洋 

太平洋 

(     )高原 

インド 

スリランカ 

インダス川 

(     )川 

ヒマラヤ山脈 



41 時差 
章 制限時間 日付 

9 20 分 / / / 

じっくり読んで理解しましょう。 

緯度・経度 

赤
せき

道
どう

を 0度
ど

として南
なん

北
ぼく

を 90度
ど

に分
わ

けたものを緯
い

度
ど

という。 

日
に

本
ほん

はおよそ北
ほく

緯
い

20度
ど

から北
ほく

緯
い

50度
ど

の間
あいだ

に位
い

置
ち

し、 

アメリカ合
がっ

衆
しゅう

国
こく

、中
ちゅう

国
ごく

、エジプト、スペインなどと同
どう

緯
い

度
ど

である。 

 

イギリスのロンドンを 0度
ど

として東
とう

西
ざい

を 180度
ど

に分
わ

けたものを経
けい

度
ど

という。 

日
に

本
ほん

はおよそ東
とう

経
けい

120度
ど

から東
とう

経
けい

155度
ど

の間
あいだ

に位
い

置
ち

し、 

オーストラリアやロシア東
とう

部
ぶ

などと同
どう

経
けい

度
ど

である。 

 

 

 

他地域との関係 

日
に

本
ほん

はユーラシア大
たい

陸
りく

にあり、経
けい

度
ど

0度
ど

を中
ちゅう

心
しん

にすると東
ひがし

の端
はし

になる。 

ヨーロッパを中
ちゅう

心
しん

にしたときのとらえ方
かた

から、 

トルコ周
しゅう

辺
へん

を近
きん

東
とう

、西
にし

アジアを中
ちゅう

東
とう

、東
ひがし

アジアを極
きょく

東
とう

とよぶ。 

 

アメリカ合
がっ

衆
しゅう

国
こく

から見
み

ると、日
に

本
ほん

は太
たい

平
へい

洋
よう

をはさんだ海
うみ

の先
さき

にある。 

中
ちゅう

国
ごく

や韓
かん

国
こく

から見
み

ると、日
に

本
ほん

は日
に

本
ほん

海
かい

をはさんだ東
ひがし

にある。 

ロシアから見
み

ると、日
に

本
ほん

はオホーツク海
かい

や日
に

本
ほん

海
かい

をはさんだ南
みなみ

にある。 

オーストラリアから見
み

ると、日
に

本
ほん

はフィリピン海
かい

をはさんだ北
きた

にある。 

 

 

標準時 

それぞれの国
くに

の標
ひょう

準
じゅん

時
じ

の基
き

準
じゅん

となる経
けい

線
せん

を標
ひょう

準
じゅん

時
じ

子
し

午
ご

線
せん

といい、 

日
に

本
ほん

は、兵
ひょう

庫
ご

県
けん

明
あか

石
し

市
し

を通
とお

る東
とう

経
けい

135度
ど

の経
けい

線
せん

になる。 

世
せ

界
かい

の基
き

準
じゅん

となる標
ひょう

準
じゅん

時
じ

をグリニッジ標
ひょう

準
じゅん

時
じ

といい、 

ロンドン郊
こう

外
がい

の旧
きゅう

グリニッジ天
てん

文
もん

台
だい

を通
とお

る本
ほん

初
しょ

子
し

午
ご

線
せん

の時
じ

刻
こく

になる。 

 

地
ち

球
きゅう

は 24時
じ

間
かん

で 360度
ど

回
かい

転
てん

するので、1時
じ

間
かん

で 15度
ど

(360÷24)回
かい

転
てん

する。 

各
かく

地
ち

の標
ひょう

準
じゅん

時
じ

の差
さ

を時
じ

差
さ

といい、経
けい

度
ど

15度
ど

ごとに 1時
じ

間
かん

の時
じ

差
さ

が生
しょう

じる。 

日
ひ

付
づけ

変
へん

更
こう

線
せん

は、ほぼ経
けい

度
ど

180度
ど

の線
せん

に沿
そ

って引
ひ

かれた線
せん

で、 

東
ひがし

から西
にし

にこえると 1日
にち

進
すす

み、西
にし

から東
ひがし

にこえると 1日
にち

戻
もど

る。 

 

時差の求め方 

① 東
とう

経
けい

どうしはひき算
ざん

、東
とう

経
けい

と西
せい

経
けい

はたし算
ざん

で、経
けい

度
ど

の差
さ

を求
もと

める。 

② ①で求
もと

めた経
けい

度
ど

の差
さ

を 15 でわって、時
じ

差
さ

を求
もと

める。 

③ ②で求
もと

めた時
じ

差
さ

分
ぶん

、東
ひがし

に進
すす

むと時
じ

間
かん

が進
すす

み、西
にし

に進
すす

むと時
じ

間
かん

が戻
もど

る。 

 

 

 

 

 

0    30    60    90   120   150   180   150   120   90   60   

30 

日本 

ロンドン 

スペイン 
エジプト 

ロシア 

アメリカ合衆国 

オーストラリア 

中国 

0 

30 

60 

30 

経度 0 度 

ヨーロッパ 
近東 

極東 

中東 

経度 0 度を中心とした地図で見ると、 

世界の東の端に日本は位置する。 

日本 

ユーラシア大陸 

旧グリニッジ天文台 

東経 135 度 日付変更線 

本初子午線 

150 120  90  60  30  0  30  60  90  120 150 

東経 西経 

兵庫県明石市 

150 120  90  60  30  0  30  60  90  120 150 

東経 西経 

東
とう

京
きょう

が 12月
がつ

16日
にち

午
ご

前
ぜん

10時
じ

のときのカイロ(東
とう

経
けい

30度
ど

)の時
じ

刻
こく

 

①135－30＝105 ②105÷15＝7 ③7時
じ

間
かん

前
まえ

は 12月
がつ

16日
にち

午
ご

前
ぜん

3時
じ

 

東
とう

京
きょう

が 12月
がつ

16日
にち

午
ご

前
ぜん

10時
じ

のときのロサンゼルス(西
せい

経
けい

120度
ど

)の時
じ

刻
こく

 

①135＋120＝255 ②255÷15＝17 ③17時
じ

間
かん

前
まえ

は 12月
がつ

15日
にち

午
ご

後
ご

5時
じ

 

東京 

東経 135 度 

ロサンゼルス 

西経 120 度 

カイロ 

東経 30 度 



42 領土 
章 制限時間 日付 

9 20 分 / / / 

じっくり読んで理解しましょう。 

日本の領域 

領
りょう

土
ど

は国
くに

の陸
りく

地
ち

の範
はん

囲
い

、領
りょう

海
かい

は領
りょう

土
ど

から 12海
かい

里
り

(約
やく

22km)の範
はん

囲
い

、 

領
りょう

空
くう

は領
りょう

土
ど

と領
りょう

海
かい

の上
じょう

空
くう

で、領
りょう

土
ど

、領
りょう

海
かい

、領
りょう

空
くう

の範
はん

囲
い

を領
りょう

域
いき

という。 

資
し

源
げん

の権
けん

利
り

は、海
かい

岸
がん

線
せん

から 200海
かい

里
り

(約
やく

370km)の排
はい

他
た

的
てき

経
けい

済
ざい

水
すい

域
いき

までで、 

海
かい

岸
がん

線
せん

から 24海
かい

里
り

(約
やく

44km)の接
せつ

続
ぞく

水
すい

域
いき

までは密
みつ

輸
ゆ

の取
と

りしまりができる。 

 

日
に

本
ほん

の領
りょう

土
ど

は、北
ほっ

海
かい

道
どう

、本
ほん

州
しゅう

、四
し

国
こく

、九
きゅう

州
しゅう

と数
すう

千
せん

の島
しま

々
じま

からなり、 

面
めん

積
せき

は約
やく

38万
まん

km2で、約
やく

3000km にわたって細
ほそ

長
なが

く連
つら

なっている。 

日
に

本
ほん

の北
きた

の端
はし

は北
ほく

緯
い

46度
ど

の択捉
えとろふ

島
とう

、南
みなみ

の端
はし

は北
ほく

緯
い

20度
ど

の沖
おき

ノ鳥
とり

島
しま

、 

東
ひがし

の端
はし

は東
とう

経
けい

154度
ど

の南
みなみ

鳥
とり

島
しま

、西
にし

の端
はし

は東
とう

経
けい

123度
ど

の与
よ

那
な

国
ぐに

島
じま

である。 

 

 

 

 

領土をめぐる問題 

1951年
ねん

のサンフランシスコ平
へい

和
わ

条
じょう

約
やく

によって、 

日
に

本
ほん

の国
こく

土
ど

は北
ほっ

海
かい

道
どう

、本
ほん

州
しゅう

、四
し

国
こく

、九
きゅう

州
しゅう

と周
しゅう

辺
へん

の島
しま

々
じま

に限
げん

定
てい

されたが、 

1953年
ねん

に奄
あま

美
み

群
ぐん

島
とう

、1968年
ねん

に小
お

笠
がさ

原
わら

諸
しょ

島
とう

、1972年
ねん

に沖
おき

縄
なわ

が復
ふっ

帰
き

した。 

 

北
ほっ

海
かい

道
どう

の北
ほく

東
とう

に続
つづ

く国
くな

後
しり

島
とう

、択捉
えとろふ

島
とう

、色
しこ

丹
たん

島
とう

、歯
はぼ

舞
まい

群
ぐん

島
とう

の北
ほっ

方
ぽう

領
りょう

土
ど

は、 

日
に

本
ほん

固
こ

有
ゆう

の領
りょう

土
ど

だが、太
たい

平
へい

洋
よう

戦
せん

争
そう

後
ご

から、ロシアが不
ふ

法
ほう

に占
せん

拠
きょ

している。 

日
に

本
ほん

海
かい

の竹
たけ

島
しま

は島
しま

根
ね

県
けん

に属
ぞく

すが、1952年
ねん

から韓
かん

国
こく

が不
ふ

法
ほう

に占
せん

拠
きょ

している。 

東
ひがし

シナ海
かい

の尖
せん

閣
かく

諸
しょ

島
とう

は沖
おき

縄
なわ

県
けん

に属
ぞく

すが、中
ちゅう

国
ごく

が領
りょう

有
ゆう

権
けん

を主
しゅ

張
ちょう

している。 

 

 

 

 

 

 

 

都道府県と県庁所在地 

1871年
ねん

の廃
はい

藩
はん

置
ち

県
けん

で「府
ふ

」と「県
けん

」をおいたのが都
と

道
どう

府
ふ

県
けん

の始
はじ

まりで、 

「都
と

」や「府
ふ

」には「みやこ」という意
い

味
み

があり、首
しゅ

都
と

の東
とう

京
きょう

には「都
と

」、 

江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

以
い

前
ぜん

の重
じゅう

要
よう

都
と

市
し

だった大
おお

阪
さか

と京
きょう

都
と

には「府
ふ

」がついている。 

「道
どう

」には「地
ち

方
ほう

」という意
い

味
み

があり、北
ほっ

海
かい

道
どう

だけについている。 

 

1都
と

、1道
どう

、2府
ふ

、43県
けん

を合
あ

わせて、47 の都
と

道
どう

府
ふ

県
けん

があり、 

県
けん

庁
ちょう

所
しょ

在
ざい

地
ち

の名
な

前
まえ

が都
と

道
どう

府
ふ

県
けん

名
めい

と同
おな

じものが 29、異
こと

なるものが 18 ある。 

 

 

 

地域区分 

都
と

道
どう

府
ふ

県
けん

を、北
ほっ

海
かい

道
どう

地
ち

方
ほう

、東
とう

北
ほく

地
ち

方
ほう

、関
かん

東
とう

地
ち

方
ほう

、中
ちゅう

部
ぶ

地
ち

方
ほう

、近
きん

畿
き

地
ち

方
ほう

、 

中
ちゅう

国
ごく

・四
し

国
こく

地
ち

方
ほう

、九
きゅう

州
しゅう

地
ち

方
ほう

に区
く

分
ぶん

したものを 7地
ち

方
ほう

区
く

分
ぶん

といい、 

中
ちゅう

国
ごく

地
ち

方
ほう

と四
し

国
こく

地
ち

方
ほう

を分
わ

けたものを 8地
ち

方
ほう

区
く

分
ぶん

という。 

 

日
に

本
ほん

を北
ほっ

海
かい

道
どう

、東
ひがし

日
に

本
ほん

、西
にし

日
に

本
ほん

の三
みっ

つに区
く

分
ぶん

する場
ば

合
あい

や、 

中
ちゅう

部
ぶ

地
ち

方
ほう

を東
とう

海
かい

、中
ちゅう

央
おう

高
こう

地
ち

、北
ほく

陸
りく

と区
く

分
ぶん

する場
ば

合
あい

など、 

共
きょう

通
つう

性
せい

や関
かん

連
れん

性
せい

をもとに、いくつかの地
ち

域
いき

に分
わ

けられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

南鳥島 

沖ノ鳥島

「 

択捉島 

与那国島

「 

 

 

 

 

 
沖ノ鳥島は、波にけずられるのを防ぐた

めに、コンクリートで保護されている。 

日本の領域 

竹島 

北方領土 

尖閣諸島 

札幌(北海道) 

盛岡(岩手県) 

仙台(宮城県) 

金沢(石川県) 

松江(島根県) 

前橋(群馬県) 

那覇(沖縄県) 

松山(愛媛県) 

高松(香川県) 

神戸(兵庫県) 

水戸(茨城県) 

さいたま 

(埼玉県) 

横浜(神奈川県) 

甲府(山梨県) 

名古屋(愛知県) 

津(三重県) 

大津(滋賀県) 

宇都宮(栃木県) 

県庁所在地 

韓国が不法に占拠 

ロシアが不法に占拠 

中国が領有権を主張 

地方区分 

北海道地方 

東北地方 

関東地方 
中部地方 

近畿地方 中国地方 

四国地方 

九州地方 



43 9 章の暗記表 
答えを隠して正解を思いうかべ、〇か×をかきます。 

数日ごとにチェックし、記憶を定着させましょう。 

    赤
せき

道
どう

を 0度
ど

とし南
なん

北
ぼく

に分
わ

けたものを(     )といい、 

ロンドンを 0度
ど

とし東
とう

西
ざい

に分
わ

けたものを(     )という。 

緯
い

度
ど

 

経
けい

度
ど

     

    日
に

本
ほん

の北
きた

の端
はし

の緯
い

度
ど

はおよそ(     )度
ど

で、 

南
みなみ

の端
はし

の緯
い

度
ど

はおよそ(     )度
ど

である。 

北
ほく

緯
い

50 

北
ほく

緯
い

20     

    日
に

本
ほん

の東
ひがし

の端
はし

の経
けい

度
ど

はおよそ(     )度
ど

で、 

西
にし

の端
はし

の経
けい

度
ど

はおよそ(     )度
ど

である。 

東
とう

経
けい

155 

東
とう

経
けい

120     

    ヨーロッパを中
ちゅう

心
しん

にとらえると、西
にし

アジアは(     )、 

トルコ周
しゅう

辺
へん

は近
きん

東
とう

、東
ひがし

アジアは(     )とよばれる。 

中
ちゅう

東
とう

 

極
きょく

東
とう

     

    日
に

本
ほん

とアメリカ合
がっ

衆
しゅう

国
こく

の間
あいだ

には(     )洋
よう

があり、 

日
に

本
ほん

と中
ちゅう

国
ごく

や韓
かん

国
こく

の間
あいだ

には(     )は海
かい

がある。 

太
たい

平
へい

 

日
に

本
ほん

     

    国
くに

の標
ひょう

準
じゅん

時
じ

の基
き

準
じゅん

となる経
けい

線
せん

を(     )といい、 

日
に

本
ほん

は、兵
ひょう

庫
ご

県
けん

明
あか

石
し

市
し

を通
とお

る(     )度
ど

の経
けい

線
せん

になる。 

標
ひょう

準
じゅん

時
じ

子
し

午
ご

線
せん

 

東
とう

経
けい

135     

    世
せ

界
かい

の基
き

準
じゅん

となる標
ひょう

準
じゅん

時
じ

を(     )といい、 

経
けい

度
ど

0度
ど

の(     )線
せん

を通
とお

るロンドンの時
じ

刻
こく

になる。 

グリニッジ標
ひょう

準
じゅん

時
じ

 

本
ほん

初
しょ

子
し

午
ご

     

    日
ひ

付
づけ

変
へん

更
こう

線
せん

は、経
けい

度
ど

(     )度
ど

に沿
そ

って引
ひ

かれた線
せん

で、 

東
ひがし

から西
にし

にこえると、日
ひ

付
づけ

が 1日
にち

(     )。 

180 

進
すす

む     

    東
とう

経
けい

135度
ど

と東
とう

経
けい

45度
ど

の経
けい

度
ど

の差
さ

は(     )度
ど

で、 

東
とう

経
けい

45度
ど

の地
ち

域
いき

の方
ほう

が(     )時
じ

間
かん

遅
おく

れている。 

90 (135－45) 

6 (90÷15)     

    東
とう

経
けい

135度
ど

と西
せい

経
けい

45度
ど

の経
けい

度
ど

の差
さ

は(     )度
ど

で、 

西
せい

経
けい

45度
ど

の地
ち

域
いき

の方
ほう

が(     )時
じ

遅
おく

れている間
かん

。 

180 (135＋45) 

12 (180÷15)     

    領
りょう

土
ど

、領
りょう

海
かい

、領
りょう

空
くう

をまとめて(     )という。 

日
に

本
ほん

の領
りょう

土
ど

の面
めん

積
せき

は約
やく

(     )km2である。 

領
りょう

域
いき

 

38万
まん

     

    海
かい

岸
がん

線
せん

から 24海
かい

里
り

までの範
はん

囲
い

を(     )といい、 

海
かい

岸
がん

線
せん

から 200海
かい

里
り

までの範
はん

囲
い

を(     )という。 

接
せつ

続
ぞく

水
すい

域
いき

 

排
はい

他
た

的
てき

経
けい

済
ざい

水
すい

域
いき

     

    日
に

本
ほん

の南
みなみ

の端
はし

に位
い

置
ち

する島
しま

は(     )で、 

排
はい

他
た

的
てき

経
けい

済
ざい

水
すい

域
いき

を守
まも

るため、(     )で保
ほ

護
ご

されている。 

沖
おき

ノ鳥
とり

島
しま

 

コンクリート     

    国
くな

後
しり

島
とう

、択捉
えとろふ

島
とう

、色
しこ

丹
たん

島
とう

、歯
はぼ

舞
まい

群
ぐん

島
とう

を(     )といい、 

太
たい

平
へい

洋
よう

戦
せん

争
そう

後
ご

から、(     )が不
ふ

法
ほう

に占
せん

拠
きょ

している。 

北
ほっ

方
ぽう

領
りょう

土
ど

 

ロシア     

    (     )は、1952年
ねん

から韓
かん

国
こく

が不
ふ

法
ほう

に占
せん

拠
きょ

している。 

(     )は、中
ちゅう

国
ごく

が領
りょう

有
ゆう

権
けん

を主
しゅ

張
ちょう

している。 

竹
たけ

島
しま

 

尖
せん

閣
かく

諸
しょ

島
とう

     

    (     )という意
い

味
み

があり、 

「(     )」には地
ち

方
ほう

という 

みやこ 

道
どう

     

    (     )の都
と

道
どう

府
ふ

県
けん

のうち、 

県
けん

庁
ちょう

所
しょ

在
ざい

地
ち

が都
と

道
どう

府
ふ

県
けん

名
めい

と異
こと

なるものが(     )ある。 

47 

18     

    県
けん

庁
ちょう

所
しょ

在
ざい

地
ち

は、神
か

奈
な

川
がわ

県
けん

が(     )、埼
さい

玉
たま

県
けん

がさいたま、 

愛
あい

知
ち

県
けん

が(     )、兵
ひょう

庫
ご

県
けん

が神
こう

戸
べ

、北
ほっ

海
かい

道
どう

が札
さっ

幌
ぽろ

である。 

横
よこ

浜
はま

 

名
な

古
ご

屋
や

     

    県
けん

庁
ちょう

所
しょ

在
ざい

地
ち

は、滋
し

賀
が

県
けん

が(     )、三
み

重
え

県
けん

が津
つ

、 

愛
え

媛
ひめ

県
けん

が(     )、香
か

川
がわ

県
けん

が高
たか

松
まつ

、島
しま

根
ね

県
けん

が松
まつ

江
え

である。 

大
おお

津
つ

 

松
まつ

山
やま

     

    7地
ち

方
ほう

区
く

分
ぶん

を 8地
ち

方
ほう

区
く

分
ぶん

にすると(     )が分
わ

かれる。 

中
ちゅう

部
ぶ

地
ち

方
ほう

は中
ちゅう

央
おう

高
こう

地
ち

、北
ほく

陸
りく

、(     )に区
く

分
ぶん

できる。 

中
ちゅう

国
ごく

・四
し

国
こく

地
ち

方
ほう

 

東
とう

海
かい

     



44 9 章のテスト 
章 制限時間 合格点 

点 9 20 分 80 点 

正しい答えに〇をしましょう。(4 点×5 問＝20 点) 

① 

 

日
に

本
ほん

の北
きた

の端
はし

の緯
い

度
ど

はおよそ何
なん

度
ど

か。 

ア 北
ほく

緯
い

20度
ど

 イ 北
ほく

緯
い

50度
ど

 ウ 北
ほく

緯
い

80度
ど

 

② 

 

日
に

本
ほん

の東
ひがし

の端
はし

の経
けい

度
ど

はおよそ何
なん

度
ど

か。 

ア 東
とう

経
けい

120度
ど

 イ 東
とう

経
けい

135度
ど

 ウ 東
とう

経
けい

155度
ど

 

③ 

 

領
りょう

海
かい

は領
りょう

土
ど

から何
なん

海
かい

里
り

の範
はん

囲
い

と定
さだ

められているか。 

ア 12海
かい

里
り

 イ 24海
かい

里
り

 ウ 200海
かい

里
り

 

④ 

 

日
に

本
ほん

の南
みなみ

の端
はし

に位
い

置
ち

し、コンクリートで保
ほ

護
ご

されている島
しま

はどこか。 

ア 与
よ

那
な

国
ぐに

島
じま

 イ 南
みなみ

鳥
とり

島
しま

 ウ 沖
おき

ノ鳥
とり

島
しま

 

⑤ 

 

1952年
ねん

から韓
かん

国
こく

が不
ふ

法
ほう

に占
せん

拠
きょ

している日
に

本
ほん

固
こ

有
ゆう

の領
りょう

土
ど

はどこか。 

ア 北
ほっ

方
ぽう

領
りょう

土
ど

 イ 竹
たけ

島
しま

 ウ 尖
せん

閣
かく

諸
しょ

島
とう

 

問題に答えましょう。(4 点×10 問＝40 点) 

① 日
に

本
ほん

とアメリカ合
がっ

衆
しゅう

国
こく

の間
あいだ

にあるのは、何
なん

という海
うみ

か。  

② 日
に

本
ほん

とロシアの間
あいだ

にあるのは、日
に

本
ほん

海
かい

と何
なに

という海
うみ

か。  

③ 世
せ

界
かい

の標
ひょう

準
じゅん

時
じ

の基
き

準
じゅん

となる経
けい

度
ど

0度
ど

の経
けい

線
せん

を何
なん

というか。  

④ 日
に

本
ほん

の標
ひょう

準
じゅん

時
じ

子
し

午
ご

線
せん

が通
とお

る都
と

市
し

はどこか。  

⑤ ほぼ 180度
ど

の経
けい

線
せん

に沿
そ

って引
ひ

かれた、日
ひ

付
づけ

を調
ちょう

節
せつ

する線
せん

を何
なん

というか。  

⑥ 日
に

本
ほん

の領
りょう

土
ど

の面
めん

積
せき

はおよそ何
なん

km2か。  

⑦ 沿
えん

岸
がん

国
こく

が密
みつ

輸
ゆ

や密
みつ

入
にゅう

国
こく

を取
と

りしまる権
けん

利
り

をもつ水
すい

域
いき

を何
なん

というか。  

⑧ 沿
えん

岸
がん

国
こく

が資
し

源
げん

を利
り

用
よう

する権
けん

利
り

をもつ水
すい

域
いき

を何
なん

というか。  

⑨ 「都
と

」や「府
ふ

」にはどのような意
い

味
み

があるか。  

⑩ 中
ちゅう

部
ぶ

地
ち

方
ほう

を三
みっ

つに区
く

分
ぶん

すると、どのように分
わ

かれるか。  

(   )に適切な語を書きましょう。(4 点×10 問＝40 点) 

東
とう

経
けい

135度
ど

の東
とう

京
きょう

が 10月
がつ

13日
にち

午
ご

前
ぜん

8時
じ

のときの日
にち

時
じ

は、 

東
とう

経
けい

105度
ど

のハノイが(            )、 

東
とう

経
けい

30度
ど

のカイロが(            )、 

経
けい

度
ど

0度
ど

のロンドンが(            )、 

西
せい

経
けい

45度
ど

のリオデジャネイロが(            )、 

西
せい

経
けい

120度
ど

のロサンゼルスが(            )である。 

 

 

1871年
ねん

の廃
はい

藩
はん

置
ち

県
けん

で「府
ふ

」と「県
けん

」をおいたのが都
と

道
どう

府
ふ

県
けん

の始
はじ

まりで、 

47 の都
と

道
どう

府
ふ

県
けん

のうち、県
けん

庁
ちょう

所
しょ

在
ざい

地
ち

が都
と

道
どう

府
ふ

県
けん

名
めい

と異
こと

なるものが 18 ある。 

岩
いわ

手
て

県
けん

の県
けん

庁
ちょう

所
しょ

在
ざい

地
ち

は(      )、 

宮
みや

城
ぎ

県
けん

の県
けん

庁
ちょう

所
しょ

在
ざい

地
ち

は(      )、 

神
か

奈
な

川
がわ

県
けん

の県
けん

庁
ちょう

所
しょ

在
ざい

地
ち

は(      )、 

滋
し

賀
が

県
けん

の県
けん

庁
ちょう

所
しょ

在
ざい

地
ち

は(      )、 

香
か

川
がわ

県
けん

の県
けん

庁
ちょう

所
しょ

在
ざい

地
ち

は(      )である。 

 

150 120  90  60  30  0  30  60  90  120 150 

東経 西経 

ロサンゼルス 

カイロ 

香川県 

ロンドン 

東京 

リオデジャネイロ 

ハノイ 

滋賀県 
神奈川県 

宮城県 

岩手県 



61 九州地方 
章 制限時間 日付 

13 20 分 / / / 

じっくり読んで理解しましょう。 

九州地方の地形 

北
ほく

部
ぶ

に筑
つく

紫
し

平
へい

野
や

と筑
つく

紫
し

山
さん

地
ち

、中
ちゅう

央
おう

部
ぶ

に阿
あ

蘇
そ

山
さん

や九
きゅう

州
しゅう

山
さん

地
ち

がある。 

山
さん

地
ち

は、雲
うん

仙
ぜん

岳
だけ

(普
ふ

賢
げん

岳
だけ

)、阿
あ

蘇
そ

山
さん

、霧
きり

島
しま

山
やま

、桜
さくら

島
じま

などの火
か

山
ざん

が多
おお

く、 

阿
あ

蘇
そ

山
さん

では、カルデラという噴
ふん

火
か

でできた巨
きょ

大
だい

なくぼ地
ち

が見
み

られる。 

桜
さくら

島
じま

のようにひんぱんに噴
ふん

火
か

する火
か

山
ざん

は、火
か

山
ざん

灰
ばい

などの被
ひ

害
がい

を起
お

こすが、 

温
おん

泉
せん

による観
かん

光
こう

や地
ち

熱
ねつ

発
はつ

電
でん

など多
おお

くの恵
めぐ

みももたらしている。 

 

暖
だん

流
りゅう

の黒
くろ

潮
しお

が東
とう

部
ぶ

、対
つし

馬
ま

海
かい

流
りゅう

が西
せい

部
ぶ

を流
なが

れるため、冬
ふゆ

でも温
おん

暖
だん

である。 

北
ほく

西
せい

部
ぶ

はリアス海
かい

岸
がん

で、長
なが

崎
さき

県
けん

は日
に

本
ほん

有
ゆう

数
すう

の漁
ぎょ

獲
かく

量
りょう

をほこる。 

佐
さ

賀
が

県
けん

の南
みなみ

には、日
に

本
ほん

最
さい

大
だい

の干
ひ

潟
がた

をもつ有
あり

明
あけ

海
かい

があり、のりの産
さん

地
ち

である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

九州地方の農業 

筑
つく

紫
し

平
へい

野
や

は米
こめ

の産
さん

地
ち

で、米
こめ

と小
こ

麦
むぎ

などの二
に

毛
もう

作
さく

が昔
むかし

から行
おこな

われている。 

ビニールハウスを利
り

用
よう

して、いちごやなすなどの生
せい

鮮
せん

野
や

菜
さい

も栽
さい

培
ばい

される。 

九
きゅう

州
しゅう

地
ち

方
ほう

は、温
おん

暖
だん

な気
き

候
こう

を生
い

かした野
や

菜
さい

の促
そく

成
せい

栽
さい

培
ばい

がさかんで、 

宮
みや

崎
ざき

できゅうりやピーマン、熊
くま

本
もと

でトマトやすいかを生
せい

産
さん

している。 

 

九
きゅう

州
しゅう

南
なん

部
ぶ

には、火
か

山
ざん

噴
ふん

出
しゅつ

物
ぶつ

によってできたシラス台
だい

地
ち

が広
ひろ

がり、 

第
だい

二
に

次
じ

世
せ

界
かい

大
たい

戦
せん

後
ご

に、ダムや農
のう

業
ぎょう

用
よう

水
すい

の整
せい

備
び

が行
おこな

われると、 

農
のう

作
さく

物
もつ

の栽
さい

培
ばい

と飼
し

料
りょう

用
よう

作
さく

物
もつ

の栽
さい

培
ばい

を合
あ

わせた畜
ちく

産
さん

がさかんになった。 

鹿
か

児
ご

島
しま

では、特
とく

にさつまいもや茶
ちゃ

の生
せい

産
さん

がさかんである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

九州地方の産業 

九
きゅう

州
しゅう

北
ほく

部
ぶ

では、江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

から筑
ちく

豊
ほう

炭
たん

田
でん

などで石
せき

炭
たん

が採
さい

掘
くつ

されていた。 

明
めい

治
じ

時
じ

代
だい

になると、鉄
てっ

鉱
こう

石
せき

の輸
ゆ

入
にゅう

先
さき

の中
ちゅう

国
ごく

に近
ちか

いことから、 

官
かん

営
えい

の八
や

幡
はた

製
せい

鉄
てつ

所
じょ

を中
ちゅう

心
しん

に、北
きた

九
きゅう

州
しゅう

工
こう

業
ぎょう

地
ち

域
いき

で鉄
てっ

鋼
こう

業
ぎょう

が発
はっ

達
たつ

した。 

戦
せん

後
ご

は、水
みな

俣
また

市
し

などで公
こう

害
がい

が発
はっ

生
せい

し、環
かん

境
きょう

保
ほ

全
ぜん

への取
と

り組
く

みが進
すす

んだ。 

鉄
てっ

鋼
こう

業
ぎょう

は伸
の

び悩
なや

み、 I
アイ

C
シー

(集
しゅう

積
せき

回
かい

路
ろ

)や自
じ

動
どう

車
しゃ

関
かん

連
れん

の生
せい

産
さん

が増
ふ

えた。 

 

大
たい

陸
りく

に近
ちか

い九
きゅう

州
しゅう

地
ち

方
ほう

は、昔
むかし

から中
ちゅう

国
ごく

や朝
ちょう

鮮
せん

の文
ぶん

化
か

の入
い

り口
ぐち

だった。 

現
げん

在
ざい

、博
はか

多
た

は港
みなと

町
まち

として栄
さか

え、福
ふく

岡
おか

空
くう

港
こう

は国
こく

際
さい

路
ろ

線
せん

で世
せ

界
かい

と結
むす

ばれている。 

福
ふく

岡
おか

市
し

は、政
せい

府
ふ

機
き

関
かん

や企
き

業
ぎょう

が多
おお

く、福
ふく

岡
おか

都
と

市
し

圏
けん

を形
けい

成
せい

している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南西諸島 

九
きゅう

州
しゅう

南
なん

部
ぶ

や沖
おき

縄
なわ

周
しゅう

辺
へん

の南
なん

西
せい

諸
しょ

島
とう

は、温
おん

暖
だん

で雨
あめ

の多
おお

い気
き

候
こう

で、 

台
たい

風
ふう

が多
おお

いため、石
いし

垣
がき

、しっくい、コンクリートなどで暴
ぼう

風
ふう

に備
そな

えている。 

温
おん

暖
だん

な気
き

候
こう

を生
い

かしたさとうきびやパイナップルの栽
さい

培
ばい

がさかんで、 

近
きん

年
ねん

は、電
でん

灯
とう

で出
しゅっ

荷
か

時
じ

期
き

を調
ちょう

整
せい

した菊
きく

を航
こう

空
くう

機
き

で東
とう

京
きょう

へ出
しゅっ

荷
か

している。 

サンゴ礁
しょう

やマングローブなどの自
し

然
ぜん

を生
い

かした観
かん

光
こう

業
ぎょう

もさかんである。 

 

南
なん

西
せい

諸
しょ

島
とう

は、中
ちゅう

国
ごく

や東
とう

南
なん

アジアの国
くに

々
ぐに

と古
ふる

くから交
こう

流
りゅう

を行
おこな

っており、 

かつての琉
りゅう

球
きゅう

王
おう

国
こく

の首
しゅ

里
り

城
じょう

跡
あと

や、伝
でん

統
とう

的
てき

工
こう

芸
げい

品
ひん

などの文
ぶん

化
か

が見
み

られる。 

沖
おき

縄
なわ

には戦
せん

後
ご

からアメリカ軍
ぐん

の軍
ぐん

事
じ

基
き

地
ち

があり、騒
そう

音
おん

などの問
もん

題
だい

がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

有明海 

筑紫山地 

九州山地 

阿蘇山 

雲仙岳 

(普賢岳) 

霧島山 

桜島 

筑紫平野 

黒潮 

対馬海流 

リアス海岸 

宮崎平野 

薩摩半島 

大隅半島 

筑紫平野 

宮崎平野 

シラス台地 

 

 

 

熊本平野 

 

熊本平野 

福岡 

挑戦半島 

中国 

台湾 

沖縄 

サンゴの石垣 コンクリートの家 

首里城 

豚やブロイラー(食用のに

わとり)の畜産は、鹿児島と

宮崎が1位と2位を占める。 

電照菊 



62 中国・四国地方 
章 制限時間 日付 

13 20 分 / / / 

じっくり読んで理解しましょう。 

中国・四国地方の地形 

北
きた

は日
に

本
ほん

海
かい

、南
みなみ

は太
たい

平
へい

洋
よう

、中
ちゅう

国
ごく

山
さん

地
ち

と四
し

国
こく

山
さん

地
ち

の間
あいだ

に瀬
せ

戸
と

内
ない

海
かい

が広
ひろ

がる。 

中
ちゅう

国
ごく

山
さん

地
ち

はなだらかで、険
けわ

しい四
し

国
こく

山
さん

地
ち

には吉
よし

野
の

川
がわ

や四
し

万
まん

十
と

川
がわ

が流
なが

れる。 

中
ちゅう

国
ごく

山
さん

地
ち

の北
きた

側
がわ

を山
さん

陰
いん

といい、冬
ふゆ

は大
たい

陸
りく

からの季
き

節
せつ

風
ふう

で雪
ゆき

や雨
あめ

が多
おお

い。 

山
さん

地
ち

にはさまれた瀬
せ

戸
と

内
ない

海
かい

周
しゅう

辺
へん

を瀬
せ

戸
と

内
うち

といい、晴
せい

天
てん

が多
おお

く雨
あめ

が少
すく

ない。 

四
し

国
こく

山
さん

地
ち

の南
みなみ

側
がわ

を南
みなみ

四
し

国
こく

といい、夏
なつ

は太
たい

平
へい

洋
よう

からの季
き

節
せつ

風
ふう

で雨
あめ

が多
おお

い。 

 

本
ほん

州
しゅう

と四
し

国
こく

を結
むす

ぶ 3 つのルートを本
ほん

州
しゅう

四
し

国
こく

連
れん

絡
らく

橋
きょう

といい、 

広
ひろ

島
しま

と愛
え

媛
ひめ

はしまなみ海
かい

道
どう

、岡
おか

山
やま

と香
か

川
がわ

は瀬
せ

戸
と

大
おお

橋
はし

、 

徳
とく

島
しま

と兵
ひょう

庫
ご

は大
おお

鳴
なる

門
と

橋
ばし

や明
あか

石
し

海
かい

峡
きょう

大
おお

橋
はし

で結
むす

ばれ、観
かん

光
こう

が発
はっ

達
たつ

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中国・四国地方の農業 

瀬
せ

戸
と

内
うち

は、日
にっ

照
しょう

時
じ

間
かん

が長
なが

く雨
あめ

が少
すく

ないので、みかんの栽
さい

培
ばい

に適
てき

している。 

みかん生
せい

産
さん

2位
い

の愛
え

媛
ひめ

は、オレンジの輸
ゆ

入
にゅう

でみかんの価
か

格
かく

が下
さ

がったため、 

品
ひん

種
しゅ

改
かい

良
りょう

で収
しゅう

穫
かく

時
じ

期
き

をずらし、様
さま

々
ざま

なかんきつ類
るい

を生
せい

産
さん

している。 

岡
おか

山
やま

の白
はく

桃
とう

やマスカットは、東
とう

南
なん

アジアへの輸
ゆ

出
しゅつ

などで市
し

場
じょう

を拡
かく

大
だい

した。 

雨
あめ

が少
すく

ない讃
さぬ

岐
き

平
へい

野
や

では、ため池
いけ

を利
り

用
よう

してかんがい農
のう

業
ぎょう

が行
おこな

われる。 

 

温
おん

暖
だん

な高
こう

知
ち

平
へい

野
や

では、なすやピーマンなどの夏
なつ

野
や

菜
さい

の促
そく

成
せい

栽
さい

培
ばい

を行
おこな

い、 

雨
あめ

露
つゆ

がじかにあたる土
と

地
ち

での露
ろ

地
じ

栽
さい

培
ばい

と合
あ

わせ収
しゅう

入
にゅう

を安
あん

定
てい

させている。 

高
こう

速
そく

道
どう

路
ろ

や橋
はし

が開
かい

通
つう

し、保
ほ

冷
れい

トラックで遠
とお

くへ出
しゅっ

荷
か

できるようになった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中国・四国地方の産業 

戦
せん

後
ご

、塩
えん

田
でん

の跡
あと

地
ち

や海
かい

岸
がん

の埋
うめ

立
たて

地
ち

に瀬
せ

戸
と

内
うち

工
こう

業
ぎょう

地
ち

域
いき

が形
けい

成
せい

され、 

石
せき

油
ゆ

化
か

学
がく

工
こう

業
ぎょう

、製
せい

鉄
てつ

業
ぎょう

、自
じ

動
どう

車
しゃ

工
こう

業
ぎょう

などの重
じゅう

化
か

学
がく

工
こう

業
ぎょう

が発
はっ

達
たつ

した。 

石
せき

油
ゆ

化
か

学
がく

工
こう

業
ぎょう

の工
こう

場
じょう

をまとめた地
ち

域
いき

を石
せき

油
ゆ

化
か

学
がく

コンビナートといい、 

岡
おか

山
やま

県
けん

倉
くら

敷
しき

市
し

の水
みず

島
しま

地
ち

区
く

、山
やま

口
ぐち

県
けん

の周
しゅう

南
なん

市
し

や岩
いわ

国
くに

市
し

で見
み

られる。 

広
ひろ

島
しま

県
けん

の福
ふく

山
やま

市
し

と呉
くれ

市
し

で製
せい

鉄
てつ

業
ぎょう

、広
ひろ

島
しま

市
し

で自
じ

動
どう

車
しゃ

工
こう

業
ぎょう

がさかんである。 

山
やま

口
ぐち

県
けん

の下
くだ

松
まつ

市
し

には、造
ぞう

船
せん

工
こう

場
じょう

の施
し

設
せつ

を利
り

用
よう

した鉄
てつ

道
どう

車
しゃ

両
りょう

工
こう

場
じょう

がある。 

 

近
きん

年
ねん

では、アジア各
かく

地
ち

の石
せき

油
ゆ

化
か

学
がく

コンビナートとの競
きょう

争
そう

が激
はげ

しいため、 

機
き

能
のう

や性
せい

能
のう

が高
たか

い医
い

薬
やく

品
ひん

や化
か

学
がく

肥
ひ

料
りょう

の開
かい

発
はつ

にも力
ちから

を入
い

れている。 

 

 

 

 

観光客を呼び寄せる取り組み 

山
さん

間
かん

部
ぶ

や離
り

島
とう

では、若
わか

い世
せ

代
だい

が都
と

市
し

部
ぶ

に移
うつ

り住
す

み、過
か

疎
そ

化
か

と高
こう

齢
れい

化
か

が進
すす

む。 

観
かん

光
こう

客
きゃく

や定
てい

住
じゅう

希
き

望
ぼう

者
しゃ

を増
ふ

やす地
ち

域
いき

おこしの取
と

り組
く

みが行
おこな

われている。 

高
こう

速
そく

道
どう

路
ろ

や空
くう

港
こう

が整
せい

備
び

され、遠
とお

くから観
かん

光
こう

客
きゃく

が訪
おとず

れやすくなった。 

 

島
しま

根
ね

県
けん

東
とう

部
ぶ

は、出雲
い ず も

大
たい

社
しゃ

など多
おお

くの文
ぶん

化
か

財
ざい

や史
し

跡
せき

がある。 

島
しま

根
ね

県
けん

西
せい

部
ぶ

は、伝
でん

統
とう

芸
げい

能
のう

の石
いわ

見
み

神楽
か ぐ ら

や世
せ

界
かい

遺
い

産
さん

の石
いわ

見
み

銀
ぎん

山
ざん

が注
ちゅう

目
もく

される。 

島
しま

根
ね

県
けん

の松
まつ

江
え

市
し

や津
つ

和
わ

野
の

町
ちょう

、山
やま

口
ぐち

県
けん

の萩
はぎ

市
し

は、城
じょう

下
か

町
まち

の町
まち

並
な

みが残
のこ

る。 

鳥
とっ

取
とり

県
けん

は、日
に

本
ほん

最
さい

大
だい

級
きゅう

の鳥
とっ

取
とり

砂
さ

丘
きゅう

や梨
なし

の観
かん

光
こう

農
のう

園
えん

に観
かん

光
こう

客
きゃく

が集
あつ

まる。 

新
しん

鮮
せん

な魚
ぎょ

介
かい

類
るい

や水
すい

産
さん

加
か

工
こう

品
ひん

も魅
み

力
りょく

である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

太平洋 

日本海 

瀬戸内海 

山陰 

瀬戸内 

南四国 

四万十川 

吉野川 

中国山地 

四国山地 

しまなみ海道 

明石海峡大橋 

大鳴門橋 
瀬戸大橋 

高知平野 

高知平野 

 
 

 

瀬戸内 
讃岐平野 

瀬戸内工業地域 

倉敷市 

下松市 
周南市 

岩国市 

福山市 広島市 

呉市 

津和野町 

出雲大社 

松江市 

萩・石見空港 

出雲空港 

道路や空港が整備され、

遠くからも観光客が訪

れるようになった。 

石見銀山 

島根県 
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    九
きゅう

州
しゅう

は火
か

山
ざん

が多
おお

く、中
ちゅう

央
おう

部
ぶ

にある(     )山
さん

では、 

噴
ふん

火
か

でできた(     )という巨
きょ

大
だい

なくぼ地
ち

が見
み

られる。 

阿
あ

蘇
そ

 

カルデラ     

    九
きゅう

州
しゅう

の北
ほく

西
せい

部
ぶ

は複
ふく

雑
ざつ

に入
い

り組
く

んだ(     )海
かい

岸
がん

である。 

日
に

本
ほん

最
さい

大
だい

の干
ひ

潟
がた

をもつ(     )海
かい

は、のりの産
さん

地
ち

である。 

リアス 

有
あり

明
あけ

     

    筑
つく

紫
し

平
へい

野
や

では、稲
いな

作
さく

が終
お

わると小
こ

麦
むぎ

などの(     )をし、 

(     )を利
り

用
よう

した生
せい

鮮
せん

野
や

菜
さい

の促
そく

成
せい

栽
さい

培
ばい

も行
おこな

われる。 

二
に

毛
もう

作
さく

 

ビニールハウス     

    九
きゅう

州
しゅう

南
なん

部
ぶ

の(     )はひんぱんに噴
ふん

火
か

を起
お

こすが、 

温
おん

泉
せん

による観
かん

光
こう

や(     )発
はつ

電
でん

などの恵
めぐ

みももたらす。 

桜
さくら

島
じま

 

地
ち

熱
ねつ

     

    九
きゅう

州
しゅう

南
なん

部
ぶ

には、火
か

山
ざん

噴
ふん

出
しゅつ

物
ぶつ

でできた(     )が広
ひろ

がり、 

食
しょく

用
よう

のにわとりの(     )や豚
ぶた

の畜
ちく

産
さん

がさかんである。 

シラス台
だい

地
ち

 

ブロイラー     

    九
きゅう

州
しゅう

北
ほく

部
ぶ

では江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

から(     )で石
せき

炭
たん

が採
さい

掘
くつ

され、 

明
めい

治
じ

時
じ

代
だい

になると、近
ちか

くに官
かん

営
えい

の(     )ができた。 

筑
ちく

豊
ほう

炭
たん

田
でん

 

八
や

幡
はた

製
せい

鉄
てつ

所
じょ

     

    福
ふく

岡
おか

市
し

を中
ちゅう

心
しん

とする市
し

街
がい

地
ち

の広
ひろ

がりを(     )といい、 

(     )湾
わん

は福
ふく

岡
おか

市
し

の海
うみ

の窓
まど

口
ぐち

となっている。 

福
ふく

岡
おか

都
と

市
し

圏
けん

 

博
はか

多
た

     

    九
きゅう

州
しゅう

南
なん

部
ぶ

や沖
おき

縄
なわ

周
しゅう

辺
へん

の島
しま

々
じま

を(     )といい、 

砂
さ

糖
とう

の原
げん

料
りょう

となる(     )やサンゴ礁
しょう

が有
ゆう

名
めい

である。 

南
なん

西
せい

諸
しょ

島
とう

 

さとうきび     

    沖
おき

縄
なわ

にはかつて(     )という国
くに

があり、 

その時
じ

代
だい

の織
おり

物
もの

や染
そめ

物
もの

は(     )に指
し

定
てい

されている。 

琉
りゅう

球
きゅう

王
おう

国
こく

 

伝
でん

統
とう

的
てき

工
こう

芸
げい

品
ひん

     

    沖
おき

縄
なわ

には戦
せん

後
ご

から(     )軍
ぐん

の軍
ぐん

事
じ

基
き

地
ち

があり、 

軍
ぐん

用
よう

機
き

による(     )などの問
もん

題
だい

がある。 

アメリカ 

騒
そう

音
おん

     

    なだらかな中
ちゅう

国
ごく

山
さん

地
ち

と険
けわ

しい(     )山
さん

地
ち

の間
あいだ

の 

地
ち

方
ほう

を(     )といい、晴
せい

天
てん

が多
おお

く雨
あめ

が少
すく

ない。 

四
し

国
こく

 

瀬
せ

戸
と

内
うち

     

    中
ちゅう

国
ごく

山
さん

地
ち

の北
きた

側
がわ

を(     )といい、冬
ふゆ

は雪
ゆき

や雨
あめ

が多
おお

い。 

四
し

国
こく

山
さん

地
ち

の南
みなみ

側
がわ

を(     )といい、夏
なつ

は雨
あめ

が多
おお

い。 

山
さん

陰
いん

 

南
みなみ

四
し

国
こく

     

    本
ほん

州
しゅう

と四
し

国
こく

を結
むす

ぶ 3 つのルートを(     )といい、 

徳
とく

島
しま

と兵
ひょう

庫
ご

は大
おお

鳴
なる

門
と

橋
ばし

や(     )で結
むす

ばれている。 

本
ほん

州
しゅう

四
し

国
こく

連
れん

絡
らく

橋
きょう

 

明
あか

石
し

海
かい

峡
きょう

大
おお

橋
はし

     

    広
ひろ

島
しま

と愛
え

媛
ひめ

は(     )で結
むす

ばれ、 

岡
おか

山
やま

と香
か

川
がわ

は(     )で結
むす

ばれている。 

しまなみ海
かい

道
どう

 

瀬
せ

戸
と

大
おお

橋
はし

     

    温
おん

暖
だん

な高
こう

知
ち

平
へい

野
や

では、収
しゅう

穫
かく

時
じ

期
き

を早
はや

める(     )や、 

雨
あめ

露
つゆ

がじかにあたる土
と

地
ち

での(     )を行
おこな

っている。 

促
そく

成
せい

栽
さい

培
ばい

 

露
ろ

地
じ

栽
さい

培
ばい

     

    戦
せん

後
ご

、塩
えん

田
でん

の跡
あと

地
ち

や海
かい

岸
がん

の埋
うめ

立
たて

地
ち

に(     )が形
けい

成
せい

され、 

石
せき

油
ゆ

化
か

学
がく

、製
せい

鉄
てつ

、自
じ

動
どう

車
しゃ

などの(     )工
こう

業
ぎょう

が発
はっ

達
たつ

した。 

瀬
せ

戸
と

内
うち

工
こう

業
ぎょう

地
ち

域
いき

 

重
じゅう

化
か

学
がく

     

    石
せき

油
ゆ

化
か

学
がく

工
こう

業
ぎょう

の工
こう

場
じょう

をまとめた地
ち

域
いき

を(     )といい、 

岡
おか

山
やま

県
けん

倉
くら

敷
しき

市
し

の(     )地
ち

区
く

などで見
み

られる。 

石
せき

油
ゆ

化
か

学
がく

コンビナート 

水
みず

島
しま

     

    広
ひろ

島
しま

県
けん

広
ひろ

島
しま

市
し

は(     )工
こう

業
ぎょう

がさかんで、 

山
やま

口
ぐち

県
けん

下
くだ

松
まつ

市
し

は造
ぞう

船
せん

工
こう

場
じょう

を利
り

用
よう

した(     )がある。 

自
じ

動
どう

車
しゃ

 

鉄
てつ

道
どう

車
しゃ

両
りょう

工
こう

場
じょう

     

    山
さん

間
かん

部
ぶ

や離
り

島
とう

では、人
じん

口
こう

が減
へ

り(     )化
か

が進
すす

むため、 

定
てい

住
じゅう

希
き

望
ぼう

者
しゃ

を増
ふ

やす(     )の取
と

り組
く

みが行
おこな

われる。 

過
か

疎
そ

 

地
ち

域
いき

おこし     

    島
しま

根
ね

県
けん

東
とう

部
ぶ

は、(     )大
たい

社
しゃ

などの文
ぶん

化
か

財
ざい

や史
し

跡
せき

が多
おお

く、 

島
しま

根
ね

県
けん

西
せい

部
ぶ

は、伝
でん

統
とう

芸
げい

能
のう

の(     )神楽
か ぐ ら

が注
ちゅう

目
もく

される。 

出雲
い ず も

 

石
いわ

見
み
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① 

 

佐
さ

賀
が

県
けん

の南
みなみ

に広
ひろ

がる、日
に

本
ほん

最
さい

大
だい

の干
ひ

潟
がた

をもつ海
うみ

を何
なん

というか。 

ア 瀬
せ

戸
と

内
ない

海
かい

 イ 有
あり

明
あけ

海
かい

 ウ 東
ひがし

シナ海
かい

 

② 

 

九
きゅう

州
しゅう

南
なん

部
ぶ

や沖
おき

縄
なわ

周
しゅう

辺
へん

の島
しま

々
じま

を何
なん

というか。 

ア 南
なん

西
せい

諸
しょ

島
とう

 イ 伊
い

豆
ず

諸
しょ

島
とう

 ウ 小
お

笠
がさ

原
わら

諸
しょ

島
とう

 

③ 

 

沖
おき

縄
なわ

県
けん

に戦
せん

後
ご

から広
こう

大
だい

な軍
ぐん

事
じ

基
き

地
ち

をおいている国
くに

はどこか。 

ア 中
ちゅう

国
ごく

 イ アメリカ ウ イギリス 

④ 

 

広
ひろ

島
しま

県
けん

と愛
え

媛
ひめ

県
けん

を結
むす

んでいるルートを何
なん

というか。 

ア 明
あか

石
し

海
かい

峡
きょう

大
おお

橋
はし

 イ 瀬
せ

戸
と

大
おお

橋
はし

 ウ しまなみ海
かい

道
どう

 

⑤ 

 

広
ひろ

島
しま

県
けん

広
ひろ

島
しま

市
し

でさかんな工
こう

業
ぎょう

は何
なに

か。 

ア 石
せき

油
ゆ

化
か

学
がく

工
こう

業
ぎょう

 イ 製
せい

鉄
てつ

業
ぎょう

 ウ 自
じ

動
どう

車
しゃ

工
こう

業
ぎょう

 

問題に答えましょう。(4 点×10 問＝40 点) 

① 噴
ふん

火
か

でできた巨
きょ

大
だい

なくぼ地
ち

を何
なん

というか。  

② 稲
いな

作
さく

が終
お

わった後
あと

の水
すい

田
でん

で他
ほか

の作
さく

物
もつ

を栽
さい

培
ばい

することを何
なん

というか。  

③ 九
きゅう

州
しゅう

南
なん

部
ぶ

に広
ひろ

がる、火
か

山
ざん

噴
ふん

出
しゅつ

物
ぶつ

でできた台
だい

地
ち

を何
なん

というか。  

④ 明
めい

治
じ

時
じ

代
だい

に九
きゅう

州
しゅう

北
ほく

部
ぶ

で操
そう

業
ぎょう

を開
かい

始
し

した、官
かん

営
えい

の製
せい

鉄
てつ

所
じょ

を何
なん

というか。  

⑤ 沖
おき

縄
なわ

県
けん

で、電
でん

灯
とう

で照
て

らして栽
さい

培
ばい

し出
しゅっ

荷
か

時
じ

期
き

を調
ちょう

整
せい

している花
はな

は何
なに

か。  

⑥ 本
ほん

州
しゅう

と四
し

国
こく

を結
むす

ぶ 3 つのルートをまとめて何
なん

というか。  

⑦ 施
し

設
せつ

を使
つか

わず、雨
あめ

露
つゆ

がじかにあたる土
と

地
ち

で栽
さい

培
ばい

することを何
なん

というか。  

⑧ 石
せき

油
ゆ

化
か

学
がく

工
こう

業
ぎょう

の工
こう

場
じょう

をまとめた地
ち

域
いき

を何
なん

というか。  

⑨ 過
か

疎
そ

化
か

を防
ふせ

ぐために、定
てい

住
じゅう

希
き

望
ぼう

者
しゃ

を増
ふ

やす取
と

り組
く

みを何
なん

というか。  

⑩ 島
しま

根
ね

県
けん

東
とう

部
ぶ

にあり、「縁
えん

結
むす

びの神
かみ

様
さま

」として知
し

られる神
じん

社
じゃ

は何
なに

か。  

(   )に適切な語を書きましょう。(4 点×10 問＝40 点) 

九
きゅう

州
しゅう

地
ち

方
ほう

には、A の(      )山
さん

地
ち

や、B の(      )山
さん

地
ち

があり、 

C の(      )や、D の(      )のような火
か

山
ざん

が多
おお

く、 

火
か

山
ざん

灰
ばい

などの被
ひ

害
がい

もあるが、温
おん

泉
せん

や観
かん

光
こう

や地
ち

熱
ねつ

発
はつ

電
でん

などの恵
めぐ

みもある。 

 

暖
だん

流
りゅう

の黒
くろ

潮
しお

が東
とう

部
ぶ

、対
つし

馬
ま

海
かい

流
りゅう

が西
せい

部
ぶ

を流
なが

れるため、冬
ふゆ

でも温
おん

暖
だん

である。 

北
ほく

西
せい

部
ぶ

の海
かい

岸
がん

は複
ふく

雑
ざつ

に入
い

り組
く

んだ(      )で、漁
ぎょ

獲
かく

量
りょう

が多
おお

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

中
ちゅう

国
ごく

・四
し

国
こく

地
ち

方
ほう

の周
まわ

りには、日
に

本
ほん

海
かい

、太
たい

平
へい

洋
よう

、瀬
せ

戸
と

内
ない

海
かい

が広
ひろ

がる。 

中
ちゅう

国
ごく

山
さん

地
ち

の北
きた

側
がわ

を(      )といい、冬
ふゆ

は雪
ゆき

や雨
あめ

が多
おお

い。 

山
さん

地
ち

にはさまれた地
ち

域
いき

を(      )といい、晴
せい

天
てん

が多
おお

く雨
あめ

が少
すく

ない。 

四
し

国
こく

山
さん

地
ち

の南
みなみ

側
がわ

を(      )といい、夏
なつ

は雨
あめ

が多
おお

い。 

 

険
けわ

しい四
し

国
こく

山
さん

地
ち

にはアの(      )川
がわ

やイの(      )川
がわ

が流
なが

れる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A 

雲仙岳 

(普賢岳) 

霧島山 

太平洋 

日本海 

瀬戸内海 

中国山地 

四国山地 

B 

C 

D 

ア 

イ 



 


